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1. 序論 

 

1.1. 背景 

フィリピン国のメガマニラ圏（メトロマニラを

中心とし、中部ルソン、カラバルソンを包括す

る経済圏）ではマニラ首都圏をはじめ、近隣都

市においても交通渋滞が発生しており、人･物

の円滑な輸送機能を阻害し、「フィ｣国の投資対

象としての国際競争力を下げている。また、交

通混雑や交通事故、大気汚染による居住環境の

悪化も深刻な社会問題であり、早急な対応が求

められている。 

情報通信技術の革新は、日々進歩を遂げており、

リアルタイムの交通情報が収集され、さまざま

な手段を用いて、道路利用者に情報提供が可能

となっている。その一つがスマートフォンであ

る。また、IC カードも鉄道・バス料金支払い

や有料道路及びショッピングでの支払い等も

含め、使われようとなってきつつある。 

上記を踏まえ、本調査においては、一般道及び

有料高速道路の交通を包括的に管理する交通

管制システムの導入計画及び技術的･組織的フ

レームワークと導入戦略について、日本国政府

とフィリピン国政府が共同で検討し、ITS マス

タープランを作成する。また、短･中期的に導

入が見込まれるシステムについて Pre-FS レベ

ルの提案を行う。 

日本国政府からは JICA が日本の技術プログラ

ムの実施の公式責任機関として、日本の法規制

に基づき、調査を実施する。 

フィリピン国側からは DPWH と MMDA が日

本の調査団へのカウンターパート機関として、

本調査のスムーズな実施のため、政府機関及び

非政府機関を含めて、連携を図りながら実施す

るものとする。 

1.2. 調査の目的 

本調査の目的は次の通りである。 

・ メガマニラ圏の ITS導入のマスタープラン

の策定 

・ ITS 実施計画の短期・中期・長期の策定 

 

1.3. 調査地域 

調査地域は、メガマニラ地域（メトロマニラ、

リージョン III 及びリージョン IV-A）とする。 

1.4. 調査項目 

上記の目的を達成するため、調査項目は下記

の通りである。  

(1) インセプションレポートの準備、説

明、協議 

(2) ITS セミナーの開催 

(3) メガマニラ圏及びメトロマニラ圏

の道路交通と ITS 関連情報の収集 

(4) 既存の ITS システムの把握と評価 

(5) ITS ニーズにかかる補足情報収集 

(6) ITS マスタープランの基本方針の策

定 

(7) インテリムレポートの準備、説明、

協議 

(8) メガマニラ圏の有料高速道路 ITS導

入に向けたマスタープランの策定 

(9) メトロマニラ圏の ITS導入に向けた

マスタープランの策定 

(10) プログレスレポートの準備、説明、

協議 

(11) パイロットプロジェクトの抽出と

プレ F/S の実施 

(12) ドラフトファイナルレポートの準

備、説明、協議 

(13) ファイナルレポートの作成、提出 
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1.5. ファイナルレポートの構成 

1.5.1 提出報告書 

下記の報告書を既に DPWH 及び MMDA へ提

出した。 

 インセプションレポート 

 インテリムレポート 

 プログレスレポート 

 ドラフトファイナルレポート 

 

1.5.2 ファイナルレポートの構成 

ファイナルレポートの構成は下記の通りであ

る。 

 Executive Summary（英文）、 

要約（和文） 

 Main Text（英文）、本編（和文） 

 Annex（英文） 
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2. 対象地域における社会経済の特徴 

 

2.1. 地理的特徴 

対象地域は、リージョンⅢ、リージョンⅣ-A

およびマニラ首都圏（NCR）で構成されている。

NCR は 16 の都市から成り、面積は 619 ㎢であ

り、国全体の 0.2%にすぎない。 

図 2.1-1 は国の面積に対する NCR、リージョン

ⅢおよびリージョンⅣ-A の面積を示す。 

 

出典: NSO 2012 

図 2.1-1 土地面積の割合 

(1) 人口 

マニラ首都圏（NCR） 

 人口は 2010 年に 1,190 万人に達し、フィ

リピン国の人口の 13%を占める。 

 人口密度は 1ha 当たり 191 人で、極めて高

い。 

 人口増加率は 1995年から 2000年の 5年間

で 0.99%まで急激に減少したが、2000 年

から 2007 年では 2.18%の成長を見せた。

しかし再び、国平均よりも低い 0.88%に下

がった。 

リージョンⅢ（中部ルソン） 

 2010 年の人口は 1,010 万人で国の人口の

11%を占める。 

 人口密度は 1ha 当たり 4.6 人で NCR と比

較すると極めて低い。 

 当地域は、1995 年から 2000 年の間に急激

に人口が増加し、人口密度は 2.96%となっ

たが、2000 年から 2007 年の間に 2.45%ま

で減少し、2007 年から 2010 年の間には

1.45%まで下がった。 

 NCR の人口が当地域に流入しているため、

人口増加率は高い数値で推移している。 

リージョンⅣ-A（カラバルソン） 

 2010 年の人口は 1,260 万人で、国の人口の

14%を占める。 

 人口密度は 1ha 当たり 7.5 人で、NCR より

も極めて低い。 

 当地域の人口増加率は、1990 年から 1995

年の間で 4.07%、1995 年から 2000 年で

3.76%、2000 年から 2007 年には 3.37%、

2007 年から 2010 年は 2.36%と、高い数値

で推移している。これは、NCR の人口が

当地域に流入しているためである。そして

今もその傾向は続いている。 

 

 
出典: NSO 2012 

図 2.1-2 人口割合 
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出典: NSO 2012 

図 2.1-3 人口密度 
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出典: NSO 2012 

図 2.1-4 平均人口増加率（2000～2010） 
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2.2. 経済の動向 

NCR 

 NCR は国の経済生産高の約 36%を占める。 

 NCR の経済成長率は国の経済成長率とほぼ

同数で、3.5～7.6%である。 

 NCR の産業構造は以下のとおりである。 

 第一次産業：0% 

 第二次産業：34% 

 第三次産業：66% 

 国家の経済は、経済活動が集中している

NCR に、強く依存している。 

 

リージョンⅢ 

 リージョンⅢは国の経済生産高の約 9%を

占める。 

 リージョンⅢの経済成長率は国よりも高く、

7.5～10.7%である。 

 リージョンⅢはメトロマニラにほど近く、

スービックやクラークといった高いポテン

シャルを備えている地域であることから、

当地域は国よりも高い経済成長率を達成す

ることが期待されている。 

 

リージョンⅣ-A 

 リージョンⅣ-A は国の経済生産高の約 17%

を占める。 

 NCR の産業構造は以下のとおりである。 

 第一次産業：18% 

 第二次産業：40% 

 第三次産業：42% 

 

36%

9%

17%

38%

NCR

Region III

Region IV-A

Others

 
出典: National Statistical Coordination Board (NSCB) 

図 2.2-1 GDP の割合 (2011) 
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3. 交通ネットワークおよび交通状況 

 

3.1. メトロマニラの道路交通 

3.1.1 道路ネットワーク 

メトロマニラの交通ネットワークは、道路と鉄

道で構成されている。道路ネットワークは主に

5 環状 10 放射道路で分類されており、中心業

務地、商業地区および住宅地区と接続し、図

3.1-1 に示すとおりである。メトロマニラには、

NLEX、スカイウェイおよび SLEX の 3 つの高

速道路が存在し、リージョンⅢとリージョンⅣ

-A にアクセスしている。中心業務地区は多く

の人口が集中する都市において形成される官

庁、企業本社、大規模商店などが集積した地区

が EDSA 沿いに集中している。特に、マカティ

中心業務地区やオルティガス中心業務地区が

メトロマニラの経済の中心となっている。その

ため、図 3.1-2 に示すように、平日の EDSA で

は大渋滞が発生している。また、グローバルシ

ティの中心業務地区は、急速に発展しており、

近い将来、交通量が急激に多くなると予想され

る。 

 

3.1.2 道路プロジェクト 

DPWH が計画しているメトロマニラの主要道

路プロジェクトを図 3.1-3 に示す。これらのプ

ロジェクトは 3 つの高速道路、5 つのインター

チェンジ/フライオーバー、2 つの橋梁および 1

つの補修事業となっている。 

 

出典: 調査団 

図 3.1-1 メトロマニラの道路ネットワーク 

 
出典: 調査団 

図 3.1-2 中心業務地区と道路ネットワーク 
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出典: DPWH Strategic infrastructure policies and program in 2012 

図 3.1-3 メトロマニラの道路プロジェクト位置図 

 

3.1.3 将来道路ネットワーク 

将来道路ネットワークを図 3.1-4 に示す。この

道路ネットワークは、「Master Plan on High 

Standard Highway Network Development in the 

Republic of the Philippines, JICA (2010)」を基に

2030 年までの将来道路ネットワークが計画さ

れている。 
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出典: DPWH Strategic infrastructure policies and program in 2012, HSH by 2009 

図 3.1-4 メトロマニラの将来道路ネットワーク 
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3.2. メガマニラ圏における道路交通 

図 3.2-1 はリージョンⅢに位置する現在の 2 つ

の高速道路を示している。 

・ NLEX 

・ SCTEX 

 

図 3.2-2 はリージョンⅣ-A の高速道路ネット

ワークを示しており、4 つの高速道路により構

成されている。 

・ CAVITEX 

・ SKYWAY 

・ SLEX 

・ STAR 

 
出典：調査団 

図 3.2-1 リージョンⅢの高速道路ネットワーク 

 
出典：調査団 

図 3.2-2 リージョンⅣ-A の高速道路ネットワーク 
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3.2.1 道路プロジェクト 

DPWH が計画しているリージョンⅢおよび

リージョンⅣ-A の主要道路プロジェクトを表

3.2-1 に示す。これらのプロジェクトは 4 つの

高速道路プロジェクト、1 つのバイパス事業、

2 つの道路改良および管理および 2 つの道路整

備となっている。5 つのインターチェンジ/フラ

イオーバー、2 つの橋梁および 1 つの補修事業

を含んでいる。 

 

表 3.2-1 リージョンⅢおよびリージョンⅣ-A の主要道路プロジェクト 

道路プロジェクト 概要 

Central Luzon Expressway Phase I ダアンマハリカ道路の交通渋滞を緩和

するために、4 車線の高速道路として建

設 

Central Luzon Expressway Phase II このプロジェクトは、CLEX フェーズ１

の延長であり、ヌエバエシヤのサンホセ

とカバナツアンを接続する予定である。

また、この道路は、リージョン II への

より迅速かつ安全なアクセスを提供す

る。 

CALA Expressway (Cavite Section) 4 車線から 6 車線の高速道路として建設

（全長：28.2km） 

高速道路 

CALA Expressway (Laguna Section) 4 車線の高速道路として建設（全長：

18.8km） 

バイパス 

プロジェクト 

Plaridel Road Bypass Phase II 2016 年 12 月にプロジェクト完了 

Road Upgrading and Preservation Project 

(RUPP) - リージョンⅢ - 

この道路の改良および維持は、パンフィ

リピンハイウェイのバザルからカニリ、

パンタバンガンからタラベラまで実施

されるものであり、全長 98.9km である。

修繕および管理 

Road Upgrading and Preservation Project 

(RUPP) - リージョンⅣ-A - 

この道路の改良および維持は、パンフィ

リピンハイウェイのリパからティアオ

ンまで実施されるものであり、全長

37.1km である。 

National Roads Improvement and 

Management Program (NRIMP), Phase II 

- リージョンⅢ - 

一般国道の整備と管理は、マニラノース

道路のバギオからメトロマニラ間で行

われる。 

道路整備 

National Roads Improvement and 

Management Program (NRIMP), Phase II 

- リージョンⅣ-A - 

一般国道の整備と管理は、マパンフィリ

ピンハイウェイのティアオンからパグ

サンファン、カラウア間で行われる。 
出典: DPWH Strategic infrastructure policies and program 
 

 

3.2.2 将来道路ネットワーク 

将来道路ネットワークを図3.2-3および図3.2-4

に示す。これらのネットワークは、「Master Plan 

on High Standard Highway Network Development 

Project in the Republic of the Philippines, JICA 

(2010)」を基に計画されており、2030 年までに

遂行される予定である。 
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出典: DPWH Strategic infrastructure policies and program in 2012, HSH by 2009 

図 3.2-3 リージョンⅢの将来道路ネットワーク図 

 

 
出典: DPWH Strategic infrastructure policies and program in 2012, HSH by 2009 

図 3.2-4 リージョンⅣ-A の将来道路ネットワーク図 
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4. ITS 導入の現況 

 

4.1. DPWH 

DPWH はメトロマニラ外側の国道における交

通システムを管轄する。 

・ 交通量計測機 

・ 交通信号機 

・ CCTV カメラ 

・ 過積載車両計測機 

 

4.1.1 交通量計測機 

DPWH は表 4.1-1 に示す通り、全国で計 2,849

か所の交通観測所を運用している。 

表 4.1-1 交通観測所の数 

調査点の種類 所数 

自動計測所 1,350

 地中センサー (常設所) 578

 地上センサー(仮設所) 772

人による計測所 1,499

 2,849
出典: DPWH 
 

4.1.2 交通信号機 

MNR には 66 か所の交差点があり、そのうち

53交差点に信号機が設置されているが、DPWH

がリアルタイム監視している信号機はない。

DPWH の交通技術・管理グループ（Traffic 

Engineering and Management、以下 TEAM）に

よって発行された「フィリピンにおける演算処

理による交通信号制御の技術仕様（Technical 

Specification for Microprocessor Traffic Signal 

Controller for Use in the Philippines ）」によると、

信号機には独立制御方式、狭域（線的）調和制

御方式及び広域（面的）調和制御方式の 3 種類

の制御形式が存在するが、ここで述べた 53 交

差点の信号機は全て独立制御方式である。 

4.1.3 CCTV 

DPWH は、その管理下に CCTV カメラによる

監視システムは保持していないものの、次節で

述べるような将来計画を有している。 

表 4.1-2 CCTV 監視用システムの 

導入予定箇所リスト 

交差点名 地方自治体 

1. MNR – METRO TOWN Tarlac City, Tarlac  

2. MNR – STA. INES  Mabalacat, Pampanga  

3. MNR – GSO ROAD  San Fernando, Pampanga

4. MNR - BALAGTAS  Balagtas, Bulacan  

5. MNR - PACHECO  Meycauayan, Bulacan  
出典: DPWH 
 

4.1.4 過積載車両計測 

DPWH は過積載車両を計測するための常設所

を全国に24箇所有しているが、そのうちの8ヶ

所は既に閉鎖され、2 ヶ所は稼働していない状

況である。 

表 4.1-3 本調査エリア内の過積載車両 

測定所のリスト 

過積載センサータイプ 箇所数 

計量台 (既存箇所) 3

計量台 (要求箇所) 1

軸重計 12

計 16

出典: DPWH 

 

4.2. 有料高速道路管理者 

(1) 現在の有料高速道路の料金収受状況 

メガマニラに存在する 3 社の有料高速道路に

おいては 2 種類の ETC システムが運用されて

いる。一つは EC-tag または Easy-tirp と呼ばれ

る NLEX で導入されたシステムであり、もう

一つは E-pass と呼ばれる SKYWAY と SLEX で

導入されたシステムである。これら 2 つのシス

テムはお互いに互換性を有していないため、道

路利用者は ETC システムの異なる有料高速道
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路を利用する場合には、2 種類の車載器を搭載

しなければならない。 

CAVITEX に導入されている E-tap は、非接触

IC カードを用いた touch-and-go 方式の料金収

受方法である。なお、他の有料高速道路は現金

による料金収受である。 

表 4.2-1 に各有料高速道路の料金収受タイプを

示す。 

表 4.2-1 各有料高速道路の料金収受タイプ 

Area Exp. Length
(km)

O&M co. Toll Structure Toll Collection 
Type

North NLEX 82.6 MNTC Closed System 
(partially 
open)

Cash
Easy‐trip 
(DSRC Passive)
Magnetic Card

SCTEX 93.8 BCDA(MNT
C O&M)

Closed System Cash only

South SKYWAY 
(elevated)

16.2 CITRA/ San 
Miguel 
Corp.

Closed System Cash
E‐pass 
(DSRC Passive)SLEX(at grade) 13.4

SLEX 37.2 San Miguel 
Corp.

Closed System Cash
E‐pass
(DSRC Passive)

CAVITEX 18.0 PEA tollway
Corp.

Open System Cash
E‐tap
(Touch and Go)

STAR 41.9 San Miguel 
Corp.

Closed System Cash only

Area Exp. Length
(km)

O&M co. Toll Structure Toll Collection 
Type

North NLEX 82.6 MNTC Closed System 
(partially 
open)

Cash
Easy‐trip 
(DSRC Passive)
Magnetic Card

SCTEX 93.8 BCDA(MNT
C O&M)

Closed System Cash only

South SKYWAY 
(elevated)

16.2 CITRA/ San 
Miguel 
Corp.

Closed System Cash
E‐pass 
(DSRC Passive)SLEX(at grade) 13.4

SLEX 37.2 San Miguel 
Corp.

Closed System Cash
E‐pass
(DSRC Passive)

CAVITEX 18.0 PEA tollway
Corp.

Open System Cash
E‐tap
(Touch and Go)

STAR 41.9 San Miguel 
Corp.

Closed System Cash only

 
出典：調査団 

 

出典：調査団 

図 4.2-1 ETC 車載器と IC カード、価格等 

 

(2) 現在の有料高速道路の交通管制状況 

表 4.2-2 に示す通り、現在、3 つの有料高速道

路が交通管制センターを導入している。 

 

 

表 4.2-2 現在の有料高速道路 

交通管制システム 

 
出典：調査団 

 

4.3. MMDA 

MMDA （ Metropolitan Manila Development 

Authority）は、16 の市と 1 つの町から成立し

ており、メトロマニラ域内の横断的な開発計画

の策定や道路交通管理、災害対策・対応等を

行っている。 

4.3.1 ITS に関する現況及び将来構想 

メトロマニラの主要幹線道路は MMDA の

Traffic Engineering Center（以下、TEC）によっ

て管理されている。TEC は信号制御部門と情

報提供部門で構成されており、TEC は CCTV

を利用して 24 時間 365 日運用されている。以

下に、交通信号制御と CCTV 監視について述

べる。 

(1) 交通信号制御と車両感知器の現状 

交通信号制御に関しては、過去に日本メーカ

（ナショナル製）のシステムが採用されたが、

13 年前にオーストラリアの Sydney Coordinated 

NLEX SCTEX SKYWAY/ 
SLEX

SLEX STAR Cavitex

Accident, 
incident

CCTV, 
Emergency 
phone, Cell 
phone, or 
Patrol car

Cell 
phone, or 
Patrol car

CCTV, Cell 
phone, or 
Patrol car

CCTV, Cell 
phone, or 
Patrol car

Cell 
phone, 
or Patrol 

car

Cell phone, 
or Patrol 

car

Variable 
Message 
Sign

+
(31)

Not yet + +
(2)

Not yet Not yet

Traffic 
information 
provision

Not yet Not yet Website, 
smartphon
e with 
MMDA

Not yet Not yet Not yet

Overweigh Weigh in 
bridge (4)

Not yet Weigh in 
bridge (1)

Weigh in 
bridge 
(mobile 1)

Not yet Not yet

NLEX SCTEX SKYWAY/ 
SLEX

SLEX STAR Cavitex

Accident, 
incident

CCTV, 
Emergency 
phone, Cell 
phone, or 
Patrol car

Cell 
phone, or 
Patrol car

CCTV, Cell 
phone, or 
Patrol car

CCTV, Cell 
phone, or 
Patrol car

Cell 
phone, 
or Patrol 

car

Cell phone, 
or Patrol 

car

Variable 
Message 
Sign

+
(31)

Not yet + +
(2)

Not yet Not yet

Traffic 
information 
provision

Not yet Not yet Website, 
smartphon
e with 
MMDA

Not yet Not yet Not yet

Overweigh Weigh in 
bridge (4)

Not yet Weigh in 
bridge (1)

Weigh in 
bridge 
(mobile 1)

Not yet Not yet

NLEX SCTEX SKYWAY/ 
SLEX

SLEX STAR Cavitex

Traffic 
control 
center

+ Not yet + + Not yet Not yet

Traffic 
between IC

Loop coil Only toll 
gate data

CCTV, 
motion 
detector 
(10)

Only toll 
gate data

Only toll 
gate 
data

Only toll 
gate data

Traffic 
congestion

Monitoring 
by CCTV 
(63), travel 
speed

Patrol car Monitoring 
by CCTV 
(48)

Monitoring 
by CCTV 
(39)

Patrol 
car

Patrol car

Travel 
speed

Measure 
for each 
lane

Not yet motion 
detector

Not yet Not yet Not yet

NLEX SCTEX SKYWAY/ 
SLEX

SLEX STAR Cavitex

Traffic 
control 
center

+ Not yet + + Not yet Not yet

Traffic 
between IC

Loop coil Only toll 
gate data

CCTV, 
motion 
detector 
(10)

Only toll 
gate data

Only toll 
gate 
data

Only toll 
gate data

Traffic 
congestion

Monitoring 
by CCTV 
(63), travel 
speed

Patrol car Monitoring 
by CCTV 
(48)

Monitoring 
by CCTV 
(39)

Patrol 
car

Patrol car

Travel 
speed

Measure 
for each 
lane

Not yet motion 
detector

Not yet Not yet Not yet

NLEX (Easy Trip) OBU 1700 peso 
inc. 300 peso toll free

SLEX & Skyway (E-pass) OBU 2400 peso

CAVITEX (E-tap) Card 100 peso 
(touch and go)

• Easy trip and E-pass are both 
5.8GHz-Passive DSRC.

• Not compatible, but technically 
compatible

NLEX (Easy Trip) OBU 1700 peso 
inc. 300 peso toll free

SLEX & Skyway (E-pass) OBU 2400 peso

CAVITEX (E-tap) Card 100 peso 
(touch and go)

• Easy trip and E-pass are both 
5.8GHz-Passive DSRC.

• Not compatible, but technically 
compatible

OBU: On-Board Unit
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Adaptive Traffic System（以下、SCATS）に変更

となっている。SCATS は現在も運用中である

が、交換部品が製造されていないため調達が極

めて困難な状況である。 

交通信号制御システムに利用される殆どの車

両感知器には、地中に埋め込まれたループコイ

ル式が採用されている。車両感知器は 3,130 台

が存在するが、実際に運用されているのは

1,588 台であり、残りの 1,542 台は故障中であ

り稼働していない。また、455 交差点のうち、

388 交差点が交通信号制御システムによって

制御されている。 

表 4.3-1 交差点数、交通信号制御システムと車

両感知器 

項目 地域 1 地域 2 地域 3 地域 4 計 

全交差点数 112 113 110 110 445

信号制御 

交差点数 

(90) (103) (100) (95) (388)

交通信号制御 

システム数 

108 104 104 101 417

車両感知器数 805 860 603 862 3,130

出典：MMDA 

 

(2) CCTV カメラ 

MMDA は約 130 台の CCTV カメラを設置して

おり、MMDA が所有する WiMAX 回線を利用

してデータ伝送している。 

 
出典: 調査団 

図 4.3-1 CCTV カメラ映像の活用 

 

 

トラフィク・ナビゲーター 

MMDA はトラフィク・ナビゲーターという

ウェブを活用した情報提供システムを運用し

ている。MMDA のオフィシャルサイト上に

Traffic Navigator へのリンクがあり、パソコン

だけでなくスマートフォンからも利用可能で

ある。 

 
出典: http://www.mmda.gov.ph/ 

図 4.3-2 トラフィク・ナビゲーターの情報 

（スマートフォン） 
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5. ITS ニーズに関する調査結果 

 

5.1. 都市部の道路における交通問題 

都市部における道路の主な交通問題は、「交通

渋滞」、「危険運転」、「バス停での混雑とバスの

長時間停車」である。 

 

出典 調査団 

図 5.1-1 経験に基づくメトロマニラにおける 

交通問題 

 

5.2. 都市内道路における交通ボトルネック 

回答からわかるように、メトロマニラにおける

主な交通ボトルネックは、「交差点」、「バス停」、

「U ターン箇所」および「道路工事箇所」で起

こっている。 

 

出典 調査団 

図 5.2-1 メトロマニラにおける 

主な交通ボトルネック 

 

 

5.3. 想定される解決策に対する道路利用者

の意見 

回答者から挙がった主なソフト施策は、「交通

ルールの徹底」、「交差点における効果的な制

御」および「バス停での効率的な交通運用」で

あった。 

[Software Solutions]

 
出典 調査団 
※ Road Users Interview (2,989 samples) 

図 5.3-1 メトロマニラの交通問題に対する 

ソフト施策への意見 

 

5.4. 高速道路の交通問題と想定される解決

策 

 高速道路の主な交通問題は、「ピーク時にお

ける交通渋滞」、「インターチェンジ付近の

交通混雑」、および「死亡交通事故」であっ

た。 

 「料金所における混雑」は 21%に留まって

いた。 

 
出典 調査団 
※ Road Users Interview (1,022 samples) 

図 5.4-1 経験に基づく高速道路の交通問題 
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5.5. ITS 環境 

(1) コミュニケーションツールの浸透率 

（自動車利用者） 

自動車利用者の 46%が、既にスマートフォン

を所持している（iPhone、android、blackberry

等）。この割合は、将来さらに増えるとされて

いる。 

 
出典 調査団 
※ Road Users Interview Survey (2,159 samples) 

図 5.5-1 コミュニケーションツールの利用率 

（現状） 

 

(2) カーナビの利用 

カーナビの購入意向は、61%と非常に高く、多

くの回答者が 5,000ペソ以下のそれほど高額で

ないものを望んでいる。 

 カーナビを導入しているか。 

（サンプル数：1,990） 

→ はい：22% 

 カーナビを導入したいか。 

（サンプル数：1,562） 

→ はい：61% 

 カーナビにかける費用はどれくらいか。 

（サンプル数：1,034） 

 

出典 調査団 

図 5.5-2 購入を検討するカーナビの価格 

(3) ETC 利用 

統一化された ETC システムが導入した場合の

ETC 車載機の購入意向は 61%と高い。多くの

回答者が、現在の ETC 価格の半額である 1,000

ペソ以下であれば、ETC を購入したいと回答

している。 

 ETC 利用率：35%（サンプル数：1,022） 

 ETC が一般化されたら利用するか。 

（サンプル数：1,002） 

→ はい：61% いいえ：32% 

  無回答：14% 

 ETC にかける費用はどれくらいか。 

（サンプル数：345）： 

 
出典 調査団 

図 5.5-3 購入を検討する ETC の金額 
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6. 交通上の問題点・課題の特定 

 

交通上の問題点・課題の概要はメトロマニラ圏

内については表 6-1 に、メトロマニラ圏内を除

くメガマニラ圏は表 6-2 に示す。 
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表 6-1 交通上の問題点・課題（メトロマニラ圏内） 

 
出典: 調査団 
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表 6-2 交通上の問題点・課題（メトロマニラ圏内を除くメガマニラ圏） 

 
出典: 調査団 
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7. ITS に関する世界的な傾向 

 

ここでは ITS に関する世界的な傾向を要約し、

詳細は本編（第 9 章）に記載する。なお、マス

タープラン策定に際してはこの世界的な傾向

を考慮している。 

 

表 7-1 第 9 章の概要 

題目 ITS に関する世界的な傾向 

はじめに  スマートフォン利用者の急激な増加 

 スマートフォンは情報提供媒体としてだけでなく、情報収

集媒体としても活用可能 

交通情報の収集と提供  スマートフォンを活用した車両位置情報は有効な交通

データとして活用可能 

 路側機器の削減と高機能化 

道路の運用管理  多種多様な機器による道路状況の把握 

 道路管理に必要な高精度情報を容易に収集 

 予算と労力の有効活用に資する機器 

交通料金徴収  公共交通の支払いや有料道路、買い物等、多様な用途に

利用可能な非接触 IC カード 

 料金負荷にも活用可能な一般街路における走行距離に

応じた利用料金導入試験 

情報通信基盤  特性に応じた有線・無線による情報通信の活用 

 営利目的に設置された無線通信の活用 

 情報通信媒体として自動車本体の活用 

ITS 構築に関する民間事業

者との連携 

 民間と連携した ITS 導入の重要性 
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8. ITS サービスの全体のゴール 

 

メトロマニラとメガマニラの ITS サービスの

目標実現と、既存の交通サービスの問題を緩和

するために、ITS サービスの全体的な目標を以

下のとおりとする。  

主たる交通課題

ITSサービスの全体ゴール

開発ビジョン達成のための
ITSサービスの目標

 深刻な交通混雑

 限られた交通情報

 交通事故

 環境破壊

 不適切な運転ﾏﾅｰ

 交通ﾙｰﾙ違反と不十分な取り

 締まり

 洪水による交通麻痺

メトロマニラ

 深刻な交通混雑

 限られた交通情報

 不適切な運転ﾏﾅｰと交通ﾙｰﾙ

 の不十分な取り締まり

 洪水による交通麻痺

 高速道路のETC利用率の低さ

 有料道路事業者による個別ﾊﾞﾗﾊﾞﾗ

 の運用実態

 交通混雑の緩和

 安全・快適・イライラの少ない交通

 サービスの提供

 健全な環境づくりへの貢献

 モビリティの改善

 健全な環境づくり

 交通事故の少ない安全で快適な

 生活環境づくり

 自然災害に対する柔軟な対応

メトロマニラ

 より速くより信頼性の高い交通

 サービス

 より安全でより快適な交通サービ

 ス

 経済的な交通

 健全な環境づくりに資する交通

メガマニラメガマニラ

 
出典：調査団 

8.1. ITS サービス開発の戦略 

ITS サービスのゴールの達成のために、ITS

サービスの開発のための戦略は以下の通りと

する。 

ITS サービスの開発戦略 

1. 既存の ITS サービスの拡張 
既存の ITS サービスを基本として、それらを継続的にアップグレードする 

     例, メトロマニラの交通ナビ（TNAV）  Automatic NAV    第三世代 
2. サービスエリアの拡張 

ITS サービス提供エリアの拡張 
     例：メトロマニラ   メトロマニラ周辺   メガマニラ   全国 

3. 既存の問題、ビジョン、利用者ニーズへの配慮 
ITS サービスの選択は既存の問題、開発ビジョンやニーズを十分考慮しなければならない 

4. データ取得コストの 小化 
道路利用者やフローティングカー等からの情報利用を 大化し、情報収集装置/ツールからの情報取得は
小限に抑えるべき 

5. 経年データの利用の 大化 
経年データは 大限利用する 

6. 速い ITS 開発への考慮 
情報技術（IT）の開発は非常に早い。マスタープランには、 新の実行可能な技術を採りあげる柔軟性が
なければならない。 

7. ビジネスモデル 
民間部門のイニシアティブを求めることができる多くの分野がある。政府は、ITS 技術の積極的な使用の
ために、民間部門にアピールする必要がある。 

 交通混雑の緩和 
 安全、快適でフラスレーションの少ない

交通サービス 
 健全な環境づくりへの貢献 
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9. メトロマニラにおける ITS マスタープラン 

 

9.1. ITS サービスの目的 

開発ビジョンを達成するため、また、交通問題

を解決するため7つの ITSサービスの目的を明

確化した。ITS サービスの目的とその目標との

関連図を図 9-1 に示す。7 つの ITS 開発分野は

ITS サービスの目的を達成するために設定し

た。 

 

ITSサービスの目的主要な交通問題 開発ビジョンに関するITSサービス

都市道路の交通渋滞
(1) よりよい環境を達成するだけでなくボトルネックと

交通渋滞の削減

移動性の改善

ボトルネック（交差点、バス停、道路
工事、その他）

道路利用者への限られた交通情報

交通事故

環境の悪化（大気汚染）

悪い運転マナーと交通ルール違反

過積載トラックによる悪い舗装

洪水や自然災害による麻痺した交
通

鉄道運行情報の不足

(2)  快適な移動と既存交通施設の最大限利用

のために十分な交通情報を提供

(3)  交通安全の向上

(4)  交通取締りの執行を支援

(5)  情報提供による災害の回復を向上

(6)  よりよい道路管理の支援

(7)  鉄道乗客によりよいサービスを提供

環境の改善

交通事故の減少による安全で快適
な生活

災害の回復

*  交通混雑の緩和

*  安全・快適・イライラの少ない交通

　サービスの提供

* 健全な環境づくりへの貢献

ITSサービスの全体目標

*   信号制御

*   交通情報提供

*   交通安全支援

*   PUV管理

*    交通取り締まり支援

*    道路管理支援

*    料金収受

   : (2)
  : (1), (2), (5)
  : (3)
: (4)

  : (4)
  : (6)
   : (7)

ITS開発分野

 
出典：調査団 

図 9-1 メトロマニラにおける ITS サービスの目的と ITS 開発分野 



フィリピン国 メガマニラ圏 ITS による高規格道路ネットワーク強化プロジェクト 

- 23 - 

9.2. ITS 開発分野と ITS ユーザーサービス 

7 つの ITS 開発分野は、21 のユーザーサービス

にさらに分類した。 

 

 

メトロマニラ 

ITS 開発分野 ITS ユーザーサービス 

1. 信号制御 (1) 交差点で交通効率を向上させる交差点の先進的な交通制御シ

ステム 
(2) 人々の命を救うための緊急車両優先システム 

2. 交通情報提供 (3) 快適な移動と既存交通施設の 大限利用のために交通情報の

収集と提供の改良 
(4) イベント周辺での交通渋滞削減のためのイベント情報提供シ

ステム 
(5) 既存交通施設を 大限利用した渋滞の少ないルートを運転手

に指示するためのルートガイダンスシステム  
(6) よりいらいらさせない移動の達成と一時的なボトルネックで

の交通渋滞削減のための一時的なボトルネックのための情報

提供システム 
(7) 局所的な交通渋滞削減のための大規模ショッピングモールの

交通管理システム 
(8) よりよい道路利用者サービスと中心業務地区での交通流の向

上のための駐車場情報提供システム 
(9) 商用車のより整然とした移動のための商用車位置システム  

3. 交通安全支援 (10) 交通安全を向上させ交通事故を削減するための危険警告シス

テム 
(11) 交通事故削減のための歩行者安全支援システム  
(12) 災害の回復とより安全な移動のための気象/災害情報提供シス

テム 

4. PUV 管理 (13) 違法バス運行の排除とバス停での交通渋滞削減のためのバス

運行管理システム 
(14) よりよい乗客サービスのための鉄道運行情報システム 

5. 交通取り締まり支援 (15) スムーズな交通流の達成と交通事故削減のための交通規制監

視システム 
(16) スムーズな交通流のため交通容量の向上のための路上駐車管

理システム 
(17) 交通事故削減のためのオーバースピード管理システム  
(18) よりよい道路舗装を提供するための過積載トラック管理シス

テム 

6. 道路管理 (19) 道路管理とサービスレベルの保証を向上するための道路コン

ディション情報収集システムの改良 

7. 料金収受  (20) よりスムーズな交通流のための車の削減のための道路課金シ

ステム 
(21) より簡単な乗り換えのための公共チケット販売システム 

出典：調査団 
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表 9.2-1 メトロマニラにおける基本 ITS サービス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
出典：調査団 
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の

た
め

の
路

上
駐

車
管

理
シ

ス
テ

ム

(q
) 
交

通
事

故
削

減
の

た
め

の
オ

ー
バ

ー
ス

ピ
ー

ド
管

理
シ

ス
テ

ム

(r
) 
よ

り
よ

い
道

路
舗

装
を

提
供

す
る

た
め

の
過

積
載

ト
ラ

ッ
ク

管
理

シ
ス

テ
ム

(s
) 
道

路
管

理
と

サ
ー

ビ
ス

レ
ベ

ル
の

保
証

を
向

上
す

る
た

め
の

道
路

コ
ン

デ
ィ

シ
ョ

ン
情

報
収

集
シ

ス
テ

ム
の

改
良

(t
) 
よ

り
ス

ム
ー

ズ
な

交
通

流
の

た
め

の
車

の
削

減
の

た
め

の
道

路
課

金
シ

ス
テ

ム

(u
) 
よ

り
簡

単
な

乗
り

換
え

の
た

め
の

公
共

チ
ケ

ッ
ト

販
売

シ
ス

テ
ム

   交差点

    バス停

  　一時的なボトルネック（工事、交通事故、洪水等）

  大型ショッピングモール

料
金

収
受

交
通

情
報

提
供

P
U

V
管

理

信
号

制
御

交
通

安
全

支
援

交
通

取
り

締
ま

り
支

援

道
路

管
理

(5) 商用車のオペレーション向上

鉄道乗客のため

(8) 目的地へ緊急車両到着の遅れを削減

(1) 都市部道路の交通渋滞削減

(2) ボトルネックの削

減

(17) 鉄道運行に関する詳細情報の提供

(18) チケットブースでの混雑削減

交通渋滞/ボトルネック

交通情報

交通安全

道路管理

(11) 頻繁な交通事故の削減

災害低減

(7) 大規模な宗教的/商業的/政治的なイベントによる交通渋滞の削減

(15) 洪水や他の災害の間の麻痺した交通の減少

(16) 過積載トラックによる早期の舗装/橋梁悪化の防止

(13) バスやジプニーの違法オペレーションの削減

(14) 交通ルールと悪い運転マナーの削減
取り締まり

ITSサービスの主要目的

(12) 歩行者/高齢者の交通事故の削減

ITS開発分野

(6) 大気汚染により悪化している都市環境の改善

(10) より多くの交通情報の提供

(3) 道路上の違法駐車と駐車エリア情報不足の削減

(9) 目的地への予測不明の到着時間による旅行者の不満を削減

(4) 交通需要管理手段の強化

サブ目的

ITSユーザーサービス

(7)

(18)

(21)

(7)



フィリピン国 メガマニラ圏 ITS による高規格道路ネットワーク強化プロジェクト 

- 25 - 

9.3. ITS サービスの全体的な構成 

21 の ITSユーザーサービスを達成するために、

35 のユーザーサービスを提案した。その 35 の

サブユーザーサービスを図 9.3-1 に示す。 

21 ユーザーサービス 35 サブユーザーサービス 

出典：調査団 

図 9.3-1 (1/2) サブユーザーサービスの構成：メトロマニラ 

(A) 信号制御 

(a) 交差点の先進的な交通制御システム -交
差点で交通効率を向上させる 

(b) 緊急車両優先システム -人々の命を救う

ため 

交通信号制御 1

PUV への優先信号制御 2

緊急車両のための信号制御 3

(B) 交通情報提供 

(e) ルートガイダンスシステム -既存交通施

設を最大限利用した渋滞の少ないルート

を運転手に指示するための 

(g) 大規模ショッピングモールの交通管理シ

ステム -局所的な交通渋滞削減のため 

(h) 駐車場情報提供システム -  よりよい道

路利用者サービスと中心業務地区での交

通流の向上のため 

(i) 商用車位置システム -商用車のより整然

とした移動のため 

(c) 交通情報の収集と提供の改良 -快適な移

動と既存交通施設の最大限利用のため 
道路交通情報の提供 4

迂回路情報の提供 6

関連組織との情報共有 
7

ネットワークアクセスの提供 12

最適ルート情報提供 5

緊急車両ロケーション情報システムの提供 10

空車情報提供 8

駐車場案内提供 9

商用車運用の情報提供 11

(d) イベント情報提供システム - イベント周

辺での交通渋滞削減のため 

(f) 一時的なボトルネックのための情報提供

システム - よりいらいらさせない移動の

達成と一時的なボトルネックでの交通渋

滞削減のため 

対向車線を通過する車両情報提供 17

車両またはその他の接近を歩行者に警告 18

所定目的地への歩行者案内提供 19

気象情報提供 13

拡張運転手支援提供 16

災害発生時の交通管理 15

異常気象と災害(関連組織と気象や災害情報の

共有)の情報収集 14

(C) 交通安全支援 

(k) 歩行者安全支援システム -交通事故削減

のため 

(j) 危険警告システム -交通安全を向上させ

交通事故を削減するため 

(l) 気象/災害情報提供システム -災害の回復

とより安全な移動のため 
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21 ユーザーサービス 35 サブユーザーサービス 

出典：調査団 

図 9.3-1 (2/2)  サブユーザーサービスの構成：メトロマニラ 

 

9.4. 実施スケジュールとコスト 

政府機関や民間企業等の関係機関間で合意に

到達するために必要な時間と全体的な優先度

に基づいてメトロマニラの実施スケジュール

は表 9.4-1 で示すように提案した。 

(D) PUV 管理 

(m) バス運行管理システム -違法バス運行の

排除とバス停での交通渋滞削減のため 

(n) 鉄道運行情報システム - よりよい乗客

サービスのため 

公共交通運行情報提供 
20

需要に応じたバスレーンの車線制御 22

オンボードによる他の公共交通機関情報提供 
21

道路事故後の検分の効率向上 27

過積載車両に対する取り締まり支援 25

速度超過車両に対する取り締まり支援 26

交通ルール違反の取り締まり支援 28

違法駐車の制御補助 24

無認可公共交通車両の取り締まり支援 23(E) 交通取り締まり支援 

(o) 交通規制監視システム - スムーズな交通

流の達成と交通事故削減のため 

(p) 路上駐車制御システム - スムーズな交通

流のため交通容量の向上のため 

(q) オーバースピード制御システム  -交通事

故削減のため 

(r) 過積載トラック制御システム- よりよい

道路舗装を提供するため 

道路事故と交通情報の分析 
29

交通調査アシスト 31

道路メンテナンスの情報管理（関連組織と道路

メンテナンス情報の共有） 30

道路舗装状態の情報収集 32

(F) 道路管理 

(s) 道路コンディション情報収集システムの

改良-道路管理とサービスレベルの保証を

向上するため 

(G) 料金収受 

(t) 道路課金システム- よりスムーズな交通

流のための車の削減のため 

(u) 公共チケット販売システム- より簡単な

乗り換えのため 

キャッシュレスな支払いによる公共交通の利

用 
35

電子的な通行料の収集 33

駐車料金の電子的な収集 34
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表 9.4-1 実施スケジュール：メトロマニラ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
出典：調査団

Short‐Term (2013‐2014) Medium‐Term (2015‐2019) Long‐Term (2020‐2030)

Phase‐I                                            

(85 Intersections)

MMDA Contractor selected.

Phase‐II                                  

(120‐130 Intersections)

MMDA Fund being arranged.

Phase‐III                                       

(221‐231 Intersections)

MMDA

(2) MMDA

(3) MMDA First generation (TNAV) is in 

service.

(4) MMDA Being developed.

(5) MMDA Partially in service.

(6) MMDA/Private Developer

(7) MMDA/Private Developer

(8) MMDA

(9) MMDA                                           Trucking 

Companies

(10) MMDA Partially in service.

(11) MMDA Partially in service.

(12) MMDA

(13) MMDA

MMDA Being developed.

Bus Companies

(15) MMDA

(16) MMDA

(17) MMDA

(18) DPWH Conventional Method

(19) DPWH Conventional Method

(20) DOTC/MMDA

(21) DOTC To be implemented by PPP. 

Project advertized.

1183 4970 1131Estimated Cost (Million Php)

PUV  

Management

(14) Bus operation Monitoring and Control 

System 

Upgrading of Road Condition Information 

Collection

Road Pricing System 

Over Speeding Control System 

Overloaded Truck Control System Road 

Management

Traffic 

Enforcement 

Assistance

Common Ticketing System 

Toll/Fare 

Collection

Pedestrian Safety Support System

Traffic Rules Surveillance and Control 

System 

On‐street Parking Control 

Parking Space Information Provision system

Weather Condition and Prediction 

Information Provision System

ITS System Implementing Agency Present Status
Implementation Schedule

Traffic Safety 

Assistance

Commercial Vehicles Location System

Events Information Provision System 

Rail Operation Information Provision System

Danger Warning system to reduce Road 

Crashes 

Advanced 

Traffic Control 

System at 

Intersections

(1)Traffic Signal 

Control

Traffic 

Information 

Provision

Emergency Vehicle Priority System

Upgrading of Traffic Information Collection 

and Provision System on real‐time basis 

Route guidance System to direct drivers 

Information Provision System of Temporary 

Traffic Bottlenecks

Traffic Management System at Large‐scale 

Shopping Malls

System 
Development

System 

Development

System 

Development

System 

Development

System 
Development

System 

Development

System 

Development

System 
Development

System 

Development

System 

Development

System 
Development

System 

Development

System 

Development

System 

Development

System 

Development

System 

Development

System 

Development

System 

Development

System 

Development

System 

Development

System 
Development

System 

Development

System 

Development

Upgrading

Upgrading

Upgrading

Upgrading

Upgrading

Upgrading

Upgrading

Upgrading

Upgrading

Upgrading

Upgrading

Upgrading

Upgrading

Upgrading

Upgrading

Upgrading

Upgrading

Upgrading

Upgrading

Upgrading

Upgrading

Upgrading

Upgrading

Upgrading

Upgrading

2nd Gen.

ATNAV
4th Generation3rdGeneration
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10. メガマニラにおける ITS マスタープラン 

 

10.1. ITS サービスの目的 

交通問題を解決するため及び開発ビジョンを

達成するため、7 つの ITS サービスの目的を明

確化した。交通問題に関する ITS サービスの目

的とその目標は図 10.1-1 に示す。7 つの ITS 開

発分野は ITS サービスの目的を達成するため

に設定した。

ITSサービスの目的主要な交通問題 開発ビジョンに関するITSサービス

国道の交通渋滞
(1) よりよい環境を達成するだけでなくボ

トルネックと交通渋滞の削減

より早く信頼出来る移動

ボトルネック（交差点、高速料金所、その他）

道路利用者への限られた交通情報

交通事故

悪い運転マナーと交通ルール違反

過積載トラックによる悪い舗装

洪水や自然災害による麻痺した交通

南ルソン高速道路とスカイウェイの
間を除き相互接続性運用がない
高速道路利用者は１つの高速道路
から他への接続ポイントで止められ
る

(2) 快適な移動と既存交通施設の最大限利

用のために十分な交通情報を提供

(3)  交通安全の向上

(4)  交通取締りの執行を支援

(5)  情報提供による災害の回復を向上

(6)  よりよい道路管理の支援

(7)  すべての高速道路間でシーム
レスな移動の達成

環境にやさしい移動

安全で快適な移動

経済的な移動

*  交通混雑の緩和

*  安全・快適・イライラの少ない

　 交通サービスの提供

* 健全な環境づくりへの貢献

ITSサービスの全体目標

*   信号制御

*   交通情報提供

*   交通安全支援

*   PUV管理   
*    交通取り締まり支援

*    道路管理支援

*    料金収受

   : (2)
  : (1), (2), (5)
  : (3)
: (4)

  : (4)
  : (6)
   : (7)

ITS開発分野

 
出典：調査団 

図 10.1-1 メガマニラにおける ITS サービスの目的と ITS 開発エリア
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10.2. ITS 開発分野と ITS ユーザーサービス 

7 つの ITS 開発分野は、メガマニラで 13 のユー

ザーサービスにさらに深く分けた。

 

メガマニラ 

ITS 開発分野 ITS ユーザーサービス 

1. 信号制御 (1) 交差点で安全性を向上させる交差点の先進的な交通制御シ
ステム 

2. 交通情報提供 (2) 快適な移動を基にしたリアルタイムの交通情報の収集と提
供システム 

(3) 高速道路を通して快適で信頼出来る移動のための交通情報
の標準化と統合と提供システム 

(4) 商用車のより整然とした移動のための商用車位置システム

3. 交通安全支援 (5) 交通安全を向上させ交通事故を削減するための危険警告シ
ステム 

(6) 災害の回復とより安全な移動のための気象状況と予測情報
提供システム 

4. PUV 管理 (7) 違法バス運行の排除のためのバス運行管理システム 

5. 交通取り締まり支援 (8) スムーズな交通流の達成と交通事故削減のための交通規制
監視システム 

(9) よりよい道路舗装を提供するための過積載トラック管理シ
ステム 

(10) 交通安全向上のためのオーバースピード管理システム 

6. 道路管理 (11) 道路管理とサービスレベルの保証を向上するための道路コ
ンディション情報収集システムの改良 

7. 料金収受 (12) 高速道路のシームレスな移動の達成のための相互接続シス
テム 

(13) ETCまたは現金以外の支払いによる料金収受と相互接続性
を促進するための料金収受システムの標準化 
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表 10.2-1 メガマニラにおける基本 ITS サービス 

(a
) 

交
差

点
で

安
全

性
を

向
上

さ
せ

る
交

差
点

の
先

進
的

な
交

通
制

御
シ

ス
テ

ム

(b
) 

快
適

な
移

動
を

基
に

し
た

リ
ア

ル
タ

イ
ム

の
交

通
情

報
の

収
集

と
提

供
シ

ス
テ

ム

(c
) 

高
速

道
路

を
通

し
て

快
適

で
信

頼
出

来
る

移
動

の
た

め
の

交
通

情
報

の
標

準
化

と
統

合
と

提
供

シ

ス
テ

ム

(d
) 

商
用

車
の

よ
り

整
然

と
し

た
移

動
の

た
め

の
商

用
車

位
置

シ
ス

テ
ム

(e
) 

交
通

安
全

を
向

上
さ

せ
交

通
事

故
を

削
減

す
る

た
め

の
危

険
警

告
シ

ス
テ

ム

(f
) 

災
害

の
回

復
と

よ
り

安
全

な
移

動
の

た
め

の
気

象
状

況
と

予
測

情
報

提
供

シ
ス

テ
ム

(g
) 

違
法

バ
ス

運
行

の
排

除
の

た
め

の
バ

ス
運

行
管

理
シ

ス
テ

ム

(h
) 

ス
ム

ー
ズ

な
交

通
流

の
達

成
と

交
通

事
故

削
減

の
た

め
の

交
通

規
制

監
視

シ
ス

テ
ム

(i
) 

よ
り

よ
い

道
路

舗
装

を
提

供
す

る
た

め
の

過
積

載
ト

ラ
ッ

ク
管

理
シ

ス
テ

ム

(j
) 

交
通

安
全

向
上

の
た

め
の

オ
ー

バ
ー

ス
ピ

ー
ド

管
理

シ
ス

テ
ム

(k
) 

道
路

管
理

と
サ

ー
ビ

ス
レ

ベ
ル

の
保

証
を

向
上

す
る

た
め

の
道

路
コ

ン
デ

ィ
シ

ョ
ン

情
報

収
集

シ
ス

テ
ム

の
改

良

(l
) 

高
速

道
路

の
シ

ー
ム

レ
ス

な
移

動
の

達
成

の
た

め
の

相
互

接
続

シ
ス

テ
ム

(m
) 

E
T

C
ま

た
は

現
金

以
外

の
支

払
い

に
よ

る
料

金
収

受
と

相
互

接
続

性
を

促
進

す
る

た

め
の

料
金

収
受

シ
ス

テ
ム

の
標

準
化

ITSサービスの主要目的

(1) 市街地を通過する国道の交通渋滞削減

(2) 交差点の交通効率の向上(1) 交通渋滞/ボトルネック

(3) 料金所での交通渋滞の削減

(2) 交通情報

(3) 交通安全

(11) 気象や自然災害の情報提供

(4) 取り締まり

(5) 災害低減

(4) より多くの交通情報の提供

(5) 商用車のオペレーション向上

(6) 高速道路利用者へ十分な交通情報の提供

(7) シームレスな移動 (14) 高速道路間のシームレスな移動の達成

(7) 国道での交通事故の削減

(8) 高速道路での交通事故の削減

(9) 交通ルールと悪い運転マナーの削減

(10) バスやジプニーの違法オペレーションの削減

(6) 道路管理
(12) 過積載トラックによる早期舗装/橋梁悪化を避ける

(13) 過積載トラックによる早期の舗装/橋梁悪化の防止

ITS開発分野

交
通

情
報

制
御

料
金

収
受

交
通

取
り

締
ま

り
支

援

信
号

制
御

道
路

管
理

P
U

V
管

理

交
通

安
全

支
援

サブ目的

ITSユーザーサービス

(7)

(14)

(13)

(7)

 
出典：調査団 
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10.3. ITS サービスの全体的な構成 

13 の ITSユーザーサービスを達成するために、

23 のサブユーザーサービスを提案し、その 23

のサブユーザーサービスを図 10.3-1 に示す。 

13 User-Services     23 Sub-user Services 
 (A) 信号制御 

(a) 交差点の先進的な交通制御システム -交
差点で安全性を向上させる 

信号制御 1

PUV の優先信号提供 2

(B) 交通情報提供 

(d) 商用車位置システム -商用車のより整然

とした移動のため 

(b) リアルタイムの交通情報の収集と提供シ

ステム-快適な移動を基にした 

道路交通情報提供 4

迂回路情報提供 6

関連組織との情報共有 
7

ネットワークアクセスの提供 
12

商用車運用の情報提供 
11

(c) 交通情報の標準化と統合と提供システム 
-高速道路を通して快適で信頼出来る移動

のため 

 
 

対向車線を通過する車両情報提供 
17

気象情報提供 13

運転支援提供 16

災害発生時の交通管理 15

異常気象と災害(関連組織と気象や災害情報の

共有)の情報収集 14

(C) 交通安全支援 

(f) 気象状況と予測情報提供システム -災害

の回復とより安全な移動のため 

(e) 危険警告システム-交通安全を向上させ交

通事故を削減するため 

(D) PUV 管理 

(g) バス運行管理システム -違法バス運行の

排除のため 
公共交通運行情報提供 

20

オンボードによる他の公共交通機関情報提供 
21

道路事故後の検分の効率向上 
27

速度超過車両に対する取り締まり支援 26

交通ルール違反の取り締まり支援 28

(E) 交通取り締まり支援 

(h) 交通規制監視システム - スムーズな交通

流の達成と交通事故削減のため 

(i) 過積載トラック制御システム - よりよい

道路舗装を提供するため 

(j) オーバースピード制御システム -交通安

全向上のため 

過積載車両に対する取り締まり支援 25

道路事故と交通情報の分析 29

交通調査アシスト 31

道路舗装状態の情報収集 32

(F) 道路管理 

(k) 道路コンディション情報収集システムの

改良 -道路管理とサービスレベルの保証

を向上するため 

(G) 料金収受 

(l) 相互接続システム -高速道路のシームレ

スな移動の達成のため 

(m) 料金収受システムの標準化 - ETC または

現金以外の支払いによる料金収受と相互

接続性を促進するため 

電子的な通行料の収集 
33

高速道路上で料金のインターオペラビリ

ティ管理 
36

 
出典：調査団 

図 10.3-1 サブユーザーサービスの構成：メガマニラ 

10.4. 実施スケジュールとコスト 

政府機関と民間企業との間で合意に到達する

ために必要な時間と全体的な優先度に基づい
てメガマニラのための実施スケジュールは表
10.4-1 で示すように提案した。
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表 10.4-1 実施スケジュール：メガマニラ 

Short‐Term (2013‐2014) Medium‐Term (2015‐2019) Long‐Term (2020‐2030)

Traffic Signal 

Control

(1) DPWH DPWH implemented along Manila 

North Road

(2) DPWH DPWH plans to introduce along 

Manila North Road

(3) DPWH, TRB, Toll Road Operators Toll road operators adopt different 

standards

(4) Trucking Companies

(5) DPWH

(6) DPWH, Toll Road Operators

PUV  

Management

(7) Bus Companies

(8) DPWH/LGUs

(9) DPWH DPWH adopts conventional ways at 

present.

(10) DPWH, LGUs, PNP, Toll Road 

Operators

Road 

Management

(11) DPWH DPWH adopts conventional ways at 

present.

(12) DPWH, TRB, Toll Road Operators Skyway ‐ SLEX is implementing.

(13) DPWH, TRB, Toll Road Operators Toll road operators adopt different 

system

216 4438 577

Advanced Traffic Control System at Intersections

ITS System Implementing Agency Present Status
Implementation Schedule

Bus operation Monitoring and Control System 

Traffic Rules Surveillance and Control System 

Overloaded Truck Control System 

Traffic Information Collection and Provision 

System on real‐time basis 

Commercial vehicles Location System

Weather Condition and Prediction Information 

Provision System

Standardization and Integration of Traffic 

Information and Provision System

Estimated Cost (Million Php)

Traffic 

Information 

Provision

Danger Warning system to reduce Road Crashes Traffic Safety 

Assistance

Over Speeding Control System 

Traffic 

Enforcement 

Assistance

Upgrading of Road Condition Information 

Collection

Automated Toll 

and Fare 

Collection

Inter‐operability System

Standardization of Toll Collection System  

Selection of Corridors UpgradingSystem Development for Selected Corridor

System Development 
for MNR

UpgradingSystem Development for Other Corridor

Create Concensus among 
Agencies/Companies

UpgradingSystem Development 

UpgradingSystem Development 

UpgradingSystem Development 

UpgradingSystem Development 

Upgrading
System 

Development 

UpgradingSystem Development 

Create Concensus among 
Agencies/Companies

UpgradingSystem Development 

Create Concensus among 
Agencies/Companies

UpgradingSystem Development 

UpgradingSystem Development 

UpgradingSystem Development 

UpgradingSystem Development 

 

出典：調査団 
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11. 持続可能な ITS 整備の方法 

 

11.1. ITS 促進のために行われてきた取り組

み 

マスタープランを成功裏に実現するため、以下

の様々な側面が考慮される必要がある。 

 ITS 促進の強力な体制を整える 

 組織間の調整：それぞれの組織は独自の使命

を有している。時には類似の機能を有する場

合もあるが、その際にはお互いに調整を行い、

また、情報を共有することで情報収集の重複

を避け、効率的に利用する。 

 運転手・歩行者を教育し、交通法規に従い厳

密に取り締まりを行う。 

 関係機関のキャパシティ・ディベロップメン

ト 

 民間セクターのイニシアティブを促す 

 IT・ITS 技術の急速な開発と協調する方法 

 情報インフラの開発 

 
出典: 調査団 

図 11.1-1 ITS 促進のための強力な体制整備 

 

11.2. フィリピンにおける交通情報の統合化 

現在のフィリピンの交通情報収集・提供のシス

テムは、下記のとおりである。 

MMDA：メトロマニラ圏内 

DPWH：メトロマニラ圏外の国道 

有料道路運営会社：それぞれの有料道路 

メトロマニラ圏外へと社会・経済活動が拡大し

ているため、全交通情報はひとつの機関に統合

すべきである。MMDA か第三者機関が好まし

い。また、収集した情報をそれぞれの機関に

フィードバックする。 

 
出典: 調査団 

図 11.2-1 交通情報提供システムの構成の提案 

 

11.3. 公共交通車両モニタリングシステム 

現在の関係機関の役割は下記のとおりである。 

Land Transportation Office (LTO)：車両の登

録 

Land Transportation Franchising Regulatory 

Board (LTFRB)：公共交通車両の営業許可の

発行 

MMDA 及び DOTC：営業許可を得た公共交

通車両の運営の調査  

LTO 及び LTFRB の代理として交通取締り

官が取締り 

 

 

 

 

 

 

 
 
出典: 調査団 
図 11.3-1 公共交通車両モニタリングシステムの

構成の提案 
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11.4. 有料道路のインターオペラビリティ 

システム 

このシステムを実現するには、料金規制委員会

(TRB)と DPWH の指導に従って、すべての有料

道路運営会社が賛同しなければならない。必要

な場合には、追加的に発生する投資をカバーす

るため、有料道路事業権契約書又はその補足的

な契約書を改正する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典: 調査団 
図 11.4-1 有料道路のインターオペラビリティ 

システムの構成の提案 
 

11.5. 運転手・歩行者の教育及び交通法規に 

基づく厳密な取締り 

このマスタープランは ITS による交通安全と

取締りの改善を推奨しているが、ITS だけでは

交通問題は解決しないと考えられる。3E（技

術：Engineering、取締り：Enforcement、教育：

Education）と一緒に行われる必要がある。 

 
出典：調査団 

図 11.5-1 ITS 導入の為の 3E コンポーネント 
 

11.6. 関係者のキャパシティ・ディベロップ 

メント 

(1) DPWH 

キャパシティ・ディベロップメントは、下記の

方法で行うことを推奨する。 

 本マスタープランで推奨するプロジェクト

の実施を通じた OJT 

 MMDA との協調・協力 

 近く設立される ITS フィリピンの活動への

積極的な参加 

 ITS に関係した民間企業との継続的な協力 

 

(2) MMDA 

MMDA は交通情報収集・提供システム、交差

点交通制御システム及び PUV モニタリングシ

ステムの分野では、 も進んだ機関である。

キャパシティ・ディベロップメントを要する分

野は下記のとおりである。 

 フローティングカーからの情報及びクラウ

ドソース・データを用いた 適ルート検索

の技術 

 MMDA は主観的評価に大きく依存している。

近年では方針を修正しているが、より正確

な情報を提供するため、交通条件の客観的

評価が行われる日が来るだろう。 

 上記 2 点を達成するため、MMDA は JICA

に ITSの長期専門家の派遣を要請すること

が考えられる。 

 
 Engineering 

Education Enforcemen

Improve Traffic 
Safety 

Reduce Traffic 
Congestion 
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12. メトロマニラ交通信号制御プロジェクト（フェーズⅢ） 

 

12.1. 背景 

MMDA は近年、436 箇所の交差点において信

号制御を運用しているが、これらは 10 年以上

も前に導入されたシステムであり、老朽化が進

んでおり、システム部品ですら、もはや調達が

できないものも出てきている。 

MMDA は、全ての信号交差点のシステムの更

新を決定した。これは、メトロマニラ交通信号

制御プロジェクトであり、3 つのフェーズから

成っている。 

フェーズⅠ: 85 の信号交差点の更新。落札業者

は既に選定されている。フェーズ

Ⅰは 2013 年中に完了見込み。こ

のプロジェクトには交通管制セ

ンターの整備が含まれる。予算規

模は 300 百万ペソと推定される。

全ての主要な交差点は既に選定

済であり、それらはメトロマニラ

圏域内に散在している。 

 

フェーズⅡ: 201 の信号交差点の更新。対象交

差点は、主としてケソン市に位置

しており、一部、マニラ市内に位

置する。MMDA は既に国庫から

525 百万ペソの予算を確保してい

るところである。 

 

フェーズⅢ: 150 の信号交差点の更新。対象交

差点は、主としてマニラ市内に位

置している。調査団は、更に 212

箇所の無信号交差点に信号機器

の設置を推奨している。これを含

めると、362 箇所の交差点の信号

制御化が、このフェーズで実現す

ることになる。 

フェーズⅠは進行中であり、フェーズⅡは実施

準備が整っている。本章では、フェーズⅢのプ

ロジェクトのフィージビリティについて、以下、

検討する。 

12.2. プロジェクトの目的 

プロジェクトは下記事項を目的としている。 

即ち、 

1) 交差点交通流の改善に資すること 

2) 環境の改善に資すること 

3) 交通安全の増進 

 

12.3. プロジェクトの概要 

下記の通り、２種類の項目がある 

 150 交差点における既存信号制御システム

の更新 

 212 の無信号交差点の信号制御化 

 

(1) 既存信号制御システムの更新 

フェーズⅠでは、車両感知器にループコイル方

式を採用しているが、画像認識タイプの感知器

が推奨される。舗装道路の下に埋め込まれた

ループコイル式感知器は、舗装工事や建設工事

によって容易に壊れるものであるのに対して、

推奨される画像認識タイプの感知器は頭上に

設置されるので、4 車線全てを１台の感知器で

カバーできる。 

(2) 無信号交差点の信号制御化 

信号制御化と合わせて、以下の対策が実施され

る必要がある 

- 左折車用付加車線設置を含む交差点改良事

業 

- 交差点直近のジープニー乗降ゾーンの移設 

- U ターン路の移設 
 
その他の対策は、上記 1)と同様である。 
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12.4. 使用機材 

表 12.4-1 使用機材 

機材名称 単価(ペソ) 
362 交差点に

導入する個数

信号機 (LED ラン

プ) 
57,458 2,722 

信号制御ユニット

(交通管制センター

に接続) 

306,399 362 

歩行者用信号機 38,305 1,342 
信号タイマー 26,814 713 
車両感知器(画像認

識タイプ) 
191,484 1,361 

レイヤー 2 スイッ

チ (ネットワーク機

材) 

200,000 223 

シッチハブ (ネット

ワーク機材) 
24,300 2 

光ファイバーユニッ

ト (ネットワーク機

材) 

102,947 223 

注：フェーズⅠで整備される交通管制センターは、
フェーズⅢの交差点の処理能力も有するため、
フェーズⅢではコストに入れていない。 

出典: 調査団 
 

12.5. 概算コスト 

(1) 信号整備費 

362箇所の信号整備費は 10億 7,275万ペソと算

定された。 

(2) 運営維持管理費 

運営維持管理費は年 3,866万ペソと算定された。 

12.6. 実施機関と実施スケジュール 

(1) 実施機関 

実施機関は MMDA であるものとする。 

(2) 実施スケジュール 

MMDA はフェーズⅠでデザインビルドを採用

し、コンサルタントを雇用していない。それは

工事の性質上、既存の機器から 新の機器への

取り換えであったからである。 

フェーズⅢは現在いまだ無信号交差点となっ

ている信号制御システムを含むことから、交差

点形状や通信接続やその他の改善を決定する

ための予備設計が要求される。 

 

 

表 12.6-1 提案する実施スケジュール 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

出典：調査団 
 

12.7. プロジェクト実施の効果評価 

HCM 2010 の算式を用いた平均遅れの削減時

間は、次のとおりとなった。 

 

 

表 12.7-1 仮想の遅れ削減時間 

主要道路名称 削減平均遅れ時間[秒/台]

Camarin vs. Zabarte 
intersection 

(四肢交差点) 
0.74 

Alaban-ConchaCruz 
(T 字路交差点) 1.23 

出典：調査団 

 

 

▲

Supervision of Design / Construction
by Selected Consultant

2014 2015 20162013

Implementation (Design - Build)

Preliminary Study

NEDA Board Approval

Selection of Consultant

Selection of Contractor
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表 12.7-2 「時間」単位の時間短縮効果 

対象交差点数 
短縮時間

効果 
単位 

100.9 [時/1 時間]
1,413.1 [時/日] 
7,065.5 [時/週] 

212 交差点 

353,275.3 [時/年] 

出典：調査団 

 

表 12.7-3 遅れの削減時間の推定 

主要道路の名称 削減遅れ時間[秒/台] 

Quirino highway vs General 
Luis Rd. 

(四肢交差点) 
3.13 

Dr. A. Santos vs Angelina 
Canaynai Ave intersection 

(T 字路交差点) 
2.00 

出典：調査団 

 

表 12.7-4 「時間」単位の時間短縮効果 
対象交差点数 短縮時間効果 単位 

222.7  [時/1 時間] 
3,117.4  [時/日] 

15,587.2  [時/週] 
150 交差点 

779,359.4  [時/年] 

出典：調査団 

 

12.8. 経済評価 

EIRR は SDR の数値(15%)を上回り、 NPV と

B/C はそれぞれの 低限基準値を超えること

から、このプロジェクトの経済的実行可能性が

裏付けられる。 

表 12.8-1 交通信号制御改善プロジェクト フェー

ズⅢの経済評価の主な結果 

EIRR (%) NPV (百万ペソ) B/C 

53.7 1,569 2.34 

出典: 調査団 

 

12.8.1 定性評価 

上述した定量化可能な便益の他、いくつかの定

量化できない便益も挙げられる。 

 メトロマニラ地域道路ネットワーク全体に

おける交通移動の加速 

 対象地域外への VOC 減少便益の波及 

 対象地域外への CO2 排出削減便益の波及 

 交通事故の減少 

 交通取締に係る人件費の節約 
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13. ビクタン及びスーカットの交差点における信号制御 

 

13.1. 導入 

13.1.1 背景 

ビクタン交差点及びスーカット交差点はスカ

イウェイのインターチェンジ（IC）に接続して

いるため、非常に複雑な交差点となっている。 

現在、これらの交差点はマニュアルで交通管理

されており、信号機はない。 

ビクタン及びスーカットの交通状況を改善す

るため、プレ・フィージビリティ調査を実施し

た。 

このプロジェクトは、JICA の技術協力による

「信号制御の社会実験」の候補のひとつである。 

 
出典：調査団 

図 13.1-1 提案されたパイロットプロジェクトの位

置図（ビクタン及びスーカットの交差点） 
 

13.1.2 プロジェクトの目的 

プロジェクトの目的は下記のとおりである。 

 交差点での交通の流れを改善する。 

 環境状況を改善する。 

 交通安全を改善する。 

 

13.2. プロジェクト対象地の現状 

(1) ビクタンの交差点 

図 13.2-1 はビクタンの交差点の位置である。 

東西に 2 つの交差点があり、この 2 地点間の距

離は 70m しかない。 

- 歩行者はペデストリアン・デッキを利用する。 

- PNR の線路が東側交差点に近接している。 

- 料金所から交差点までの距離が短い(70～

120 m)。 

 
出典：調査団 

図 13.2-1 ビクタンの交差点 

 

(2) スーカットの交差点 

図 13.2-2 は、交差点の位置図である。 

- ここにも 2 つの交差点があり、距離は 90m

のみである。 

- ペデストリアン・デッキは西側だけにある。

反対側では横断歩道が利用されている。 

- 料金所からも交差点までの距離も短い(60～

90m)。 

 
出典：調査団 

図 13.2-2 スーカットの交差点 
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13.3. プロジェクトのコンセプト 

独立型信号制御 

提案された交通制御システムは、リアルタイム

の交通量に基づき、交通管制センターに接続す

ることなく、 適な青時間を計算できる。 

この交差点は、隣接する信号交差点から離れて

いるため、回廊全体での信号制御システムの調

整について考慮する必要はない（スーカットの

交差点は 1.5km、ビクタンの交差点は 2km 以上、

信号交差点から離れている）。 

日本の信号制御システムは、中央管制のタイプ

と独立制御するタイプと、両方が用いられてい

るため、日本の信号制御技術を社会実験で用い

ることができる。信号のパラメータは、以前は

交通管制センターで計算されていたが、現在の

独立信号制御システムは、コンピュータの性能

が劇的に向上しているため、単独でパラメータ

を計算することができる。これにより、中央の

システムの負荷を軽減させることができ、中央

のシステムを、より先進的なシステムとして利

用することが可能となる。信号制御システムの

性能の傾向は、中央制御システムから、独立制

御システムへとシフトするだろう。 

交通安全の改善 

現在は、2 つの対象箇所では信号制御が行われ

ておらず、交通警察がマニュアルで交通管理し

ている。多くの方向からの交通流が存在するた

め、「あわや接触事故」という状況が常に発生

し、多くの車両が交差点の中で停止している。 

ビクタンとスーカットの交差点は、安全性改善

のために信号制御を行うべきである。 

交差点における遅れの削減 

下記の交通運用を実施することを提案する。 

 2 つの交差点を、1 つにまとめて制御する。 

 狭い信号待ちスペースに並ぶ車両の数を

小にするため、 適なサイクル時間（信号

周期）を検討する。サイクル時間は短けれ

ば短いほど好ましい。 

 全ての方向の車両遅れが平等になるよう、青

信号の時間を確保する。 

 車両感知器データの情報を利用し、リアルタ

イムの交通状況に基づいた制御を行う。感

知器はインターチェンジのオフランプと

左折車線には、少なくとも設置すべきであ

る。 

 

13.4. プロジェクトの概要 

図 13.4-1 及び 図 13.4-2 は、スーカットの交差

点における信号制御システムのイメージであ

る。2 つの信号制御システムは、光ファイバー

ケーブルを用いて揃える。 

 
出典：調査団 

図 13.4-1 信号制御システムのイメージ 

（スーカット） 

 

 
出典：調査団 

図 13.4-2 スーカットの交差点における 

機材の配置計画 
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13.5. 実施機関 

実施機関はMMDAのトラフィックエンジニア

リングセンター(TEC)である。 

 

 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

▲

3) Traffic Simulation Training

First Year Second Year

10) Handover

1) Site Survey / Traffic Survey

2) Basic Design & Specifications preparation

4) Contractor Selection

6) Training Period

5) Installation & Adjustment

7) Operation

8) Monitoring

9) Verification of Benefits

 
出典：調査団 

図 13.5-1 実施スケジュール 

 

13.6. プロジェクトのための概算コスト 

総費用はスーカットで 755 万ペソ、ビクタンで

692 万ペソである。運営維持管理費はスーカッ

トで 263 万ペソ、ビクタンで 259 万ペソとなっ

た。 

13.7. プロジェクトの効果とインパクト 

ビクタン交差点 2 箇所とスーカット交差点 2

箇所の、計 4 つの無信号交差点に信号制御を導

入した場合の効果評価を行った。 

表 13.7-1 「時間」単位の時間短縮効果 
対象交差点数 短縮時間効果 単位 

6.4  [時/1 時間]
94.6  [時/日] 

473.0 [時/週] 
ビ ク タ ン と ス ー
カットの交差点 

18,920 [時/年] 

出典：調査団 
 

13.8. 経済評価 

EIRR は SDR の数値 (15%) を上回り、NPV と

B/C はそれぞれの 低限基準値を超えること

から、このプロジェクトの経済的実行可能性が

裏付けられる。 

 

表 13.8-1 ECONOMIC EVALUATION 

 EIRR (%) NPV B/C 

Bicutan Int. 50.4 12 1.8 

Sucat Int. 26.8 4 1.2 

Bicutan and 
Sucat Int. 

38.4 15 1.5 

出典: 調査団 

 

13.9. 提言 

スーカットとビクタンの交差点は、 新技術を

利用してよりスムーズな交通を実現し、交通事

故の可能性を低下させるべきである。 

政府は、ビクタンの交差点付近に統合バスター

ミナルを仮設することをごく 近決定した。こ

れにより、交通の流れは大きく変化することに

なるため、ビクタンの信号制御は統合バスター

ミナルが設置され、交通調査を実施してから信

号を導入するのが好ましい。スーカットの交差

点に先に導入し、その経験をビクタンの交差点

に反映すべきである。 
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14. メトロマニラ経路案内システム 

 

14.1. 目的 

メトロマニラの交通混雑を削減するために、交

通需要の分散行動が有効である。 

このような分散行動を行わせるために、精度の

高い交通状況の共有と、効率的な交通状況の情

報提供が必要となってくる。 

世界の傾向によると、ツィッターやフェイス

ブックを用いて利用者・ドライバーに交通情報

を共有することが行われている。 

それゆえ、MMDA は、交通情報提供の先駆け

としてトラフィック・ナビゲーター（TNAV）

を開始した。 

この TNAV は、ポテンシャルを有しており、

さらなる改良することができるであろう。 

 情報提供のアップグレードと拡張 

 追加機能として、予測手法を含めた経路探索

と経路案内 

 道路利用者のサービスの向上に対する支援 

 

よって、本プロジェクトの目的は、TNAV の改

良である。 

また、より成功を収めるためには、関係機関と

の協調で道路交通情報の情報交換が必要と

なってくる。 

14.2. トラフィク・ナビゲーターの課題 

(1) デジタル道路地図 (DRM) 

道路網のカバー範囲の低さ 

 現在、9 路線のみ 

 

DRM の区間割りの不適正. 

 道路は、経路案内のため、交差点や全ての

ジャンクションといった交点で区間割りす

べきである。 

 

(2) データ収集 

 現在、MMDA,SLEX 及び NLEX で収集され

たデータが活用され、一部他の機関からの情

報がある。 

 
出典: MMDA 

図 14.2-1 道路網のカバー範囲 
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(3) トラフィク・ナビゲーターのユーザー・

インターフェイス 

ユーザー・インターフェイスが一致していない。 

ユーザー／インターフェイスが、PC バージョ

ンとスマホバージョンで異なる。これは利用者

へ混乱を生じさせる。 

 
出典: MMDA 

図 14.2-2 PC バージョン 
 

 
出典: MMDA 

図 14.2-3 スマホバージョン 

(4) 交通状況の定義 

交通状況の定義が主観的であり、その情報が提

供されている。 

 現在、定義の基準がない。交通状況は CCTV

の画面やからの現場交通警察からの主観的

な判断で行われている。 

 自動的にルートガイダンスや旅行時間提供

に対して、その定義は客観的で統一的なもの

である必要がある。 

 

(5) フローティング・カー・データ（FCD）

のアップロード普及の促進 

FCD は、道路利用者から精度の高い交通デー

タを収集するものである。 

 近年、FCD は多くの国（日本でのホンダに

よるインターナビや、米国の INRIX、イスラ

エル／米国の WAZE 等）で交通情報提供の

活用に用いられている。 

 道路利用者は、このようなデータのアップ

ロードや提供にインセンティブがないかも

しれないが、FCD は、道路利用者からのデー

タを収集する。 

 

14.3. 次世代トラフィク・ナビゲーター 

(ATNAV) 

(1) デジタル道路地図（DRM）の開発 

次世代トラフィク・ナビゲーターのためには、

その用途に応じたDRMを整備する必要がある。

これは、少なくともルート検索やルート案内機

能に活用できる地図が必要とされる。 
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出典: 日本デジタル道路地図 

図 14.3-1 日本のデジタル道路地図 

 

(2) ゲーミフィケーションを用いたスマホア

プリの開発 

ゲーミフィケーションは、非ゲーム性の状況に

おいてユーザと問題を関係づけることでゲー

ム思考を問題解決に使用することである。 

 ゲーム要素を盛り込むことで、利用者が重荷

に感じることなしに既存システムに積極的

に関わっていくことになる。 

 図 14.3-2 は、フリーのソーシャル GPS／カー

ナビアプリの Waze の画面情報である。 

 
出典: Waze 

図 14.3-2 フリーのソーシャル GPS/カーナビ 

アプリの画面 
 

ゲーミフィケーション手法を用いたスマホア

プリを開発に際し、 

 FCD のデータ収集機能をアプリに持たせる

こと。 

 また、ユーザー・インターフェイスの開発に

際し、図 14.3-3 に示すようなゲーミフィケー

ション手法を十分考慮すること 

Floating Car Data is not able 
to be collected enough on 
this section. 

Extra Point 
Ahead!!

Location of User

Extra Point 
Ahead!!

Get the Extra Point

Floating Car Data is not able 
to be collected enough on 
this section. 

Extra Point 
Ahead!!

Location of User

Extra Point 
Ahead!!

Get the Extra Point

 
出典: 調査団 

図 14.3-3 FCD を取得するためのポイントの 

付与のイメージ 

 

(3) FCD と路側装置による交通データの収集 

FCD は、ドライバーがデータの送信と提供を

合意した車両から収集される。この交通状況

データは全てのリンクから収集することはで

きない。そのため、交通量・旅行時間情報は、

車両感知器といった路側装置から収集し、FCD

のデータを補完する必要がある。 

(4) 履歴データ及び予測データに基づいた精

度高い旅行時間及びルートガイダンスの

提供 

FCD や車両感知器データのような履歴交通

データを蓄積することは、必要である。そのと

き、蓄積したデータは、交通工学知見に基づき、

交通状況が予測される。 

それゆえ、ATNAV 履歴データ及び予測データ
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に基づき精度高い旅行時間及びルートガイダ

ンスの提供が可能となるであろう。 
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出典: 調査団 

図 14.3-4 旅行時間予測 

 

(5) クラウド・ウェブ GIS を活用した道路交

通情報の統合 

ATNAV にて必要となる情報は、静的情報及び

動的情報である。そのような情報は、様々な関

係機関から収集されるものであり、図 14.3-6

に示すような、GIS を用いた階層構造による

データ管理・統合が必要とされる。 

 

出典: 調査団 

図 14.3-5 ATNAV におけるシステム構成の 

イメージ 
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出典: 調査団 

図 14.3-6 WEB ベースの GIS を用いた階層構造

によるデータ管理・統合のイメージ 

(6) 民と官の共同開発 

プロジェクトは MMDA が主体となって、

DPWH や DOTC、LGU が必要となる道路交通

状況の収集・共有のために参加する必要がある。 

また、収集した交通データは、ビジネスにも活

用できることから、民間も ATNAV の開発に参

入すべきと考えられる。  
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15. RFID を活用した EDSA におけるバス旅行時間情報提供システム 

 

15.1. 目的 

このプロジェクトは、「パイロットプロジェク

ト」として実行するために提案された。システ

ムの目的は下記のとおりである。 

 公共交通の利用者、特にバス利用者に、

EDSA の旅行時間を提供する。 

 公共交通利用者の利便性を向上させる。利用

者は旅行時間の情報の提供を受ける。 

 バス運行を改善し、バス停での交通渋滞を緩

和することにより、乗客の利用時間帯を分散

させ、一極集中を避けることができる。 

 バスの利便性が向上することで、道路利用者

はバスの利用を選択して EDSA での自家用

車利用が減少し、結果として交通渋滞緩和に

貢献する。自家用車の利用者が公共交通へと

シフトする。 

 

15.2. パイロットプロジェクトの概要 

このシステムは EDSA でパイロットプロジェ

クトを実施するよう提案されている。パイロッ

トプロジェクトの実施後、その他のバス交通回

廊へと適応される予定である。 

パイロットプロジェクトの概要は下記のとお

りである。 

(1) データ収集システム 

 図 15.2-1 に示すとおり、Magallanes から

Timog にかけて、EDSA には 6 つの RFID の

チェックポイントを設ける。チェックポイン

トはすべて、 も大きなインターモーダル・

ポイントから選択する。 

 RFID リーダー（又はアンテナ)は、RFID

チェックポイントの南行き、北行きの両方に

設置されている。 

 EDSA での営業権を持つバス（約 3,500 台）

に、RFID タグを貼り付ける。 

 リーダー（又はアンテナ）は、MMDA 指令

センターの中央サーバーに、SMS を用いて

通過するバスの ID とタイムスタンプを送信

する。 

 信頼性とより安価なネットワーク確保のた

め、SMS を用いたデータ送信が計画されて

いる。 

 
出典: MMDA 

図 15.2-1 RFID チェックポイントの位置図 

 

(2) データ処理 

 中央サーバーが、データを実際の旅行時間へ

と処理する。 

 過去のデータが蓄積されれば、正確な旅行時

間が曜日ごと、日付ごとに処理できる。 

 

(3) バス旅行時間情報提供 

旅行時間情報は下記に示す様々な方法で提供

される。 
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 携帯電話のテキストメッセージ 

 スマートフォン 

 インターネット 

 既存の LED、VMS 

 バス停の VMS 

 バス車内のモニター 

 

(4) 仕様機材 

パイロットプロジェクトでは、下記の機材を使

用する。 

表 15.2-1 仕様機材 

機材 単価（Php） 数量 

a) RFID タグ 90 4,000

b) RFID アンテナ 87,000 12

c) 路側制御装置 350,000 12

分析処理装置 
（ｻｰﾊﾞｰとｿﾌﾄｳｪｱ） 

6,500.000 1

出典: 調査団 

 

バス停の VMS やバス車内のモニターは、この

パイロットプロジェクトの終了後に設置され

る。 

15.3. 実施機関とスケジュール 

実施機関は MMDA である。実施スケジュール

は、実施後のシステム効果の評価期間も含めて

1 年と推定される。 

15.4. 概算コスト 

システム導入に係る費用は、1290 万ペソと見

積もられる。 

15.5. 将来のシステム拡大の可能性 

提案されたシステムは、将来様々な方法でシス

テム拡大を行うことができる可能性が大いに

ある。 

 メトロマニラのすべてのバス路線に拡大・適

用可能 

 違法なバス運営の調査・管理に利用可能 

 フィリピン国内の他の都市部はもとより、他

国の大都市で同様の状況に陥っているとこ

ろへも適用可能 

 乗用車までシステムの適用対象を拡大すれ

ば、道路課金制度として活用可能 

表 15.3-1 実施スケジュール 

 

 

 

 

 

 
出典: 調査団 
 

表 15.4-1 システム導入に係るコスト 

Item Unit Quantity
Unit Price 

(Php)
Cost (Php)

RFID Tag pcs 4,000       90.00              360,000.00            
RFID Antenna set 12            87,000.00       1,044,000.00         
Sham Traffic Lane Control Unit set 12            350,000.00     4,200,000.00         
Installation set 12            65,000.00       780,000.00            
Travle Time Prediction Analysis Processor L.S 1              6,500,000.00  6,500,000.00         
Total 12,884,000.00        

出典: 調査団 

 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
Basic Study
Tender Documents Preparation
Bidding
Installation of System
Post Evaluation

Activity
Month
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16. マニラノース道路／北ルソン高速道路における交通情報提供システム 

 

16.1. 目的 

このパイロットプロジェクトは、「社会実験」

の一候補である。 

MNR/NLEX コリドーの利用者に旅行時間を提

供することでその効果を検証するために実施

するものである。主に期待していることは、マ

ニラノース道路（MNR）から、北ルソン高速

道路（NLEX）へ交通需要が転換し、交通の分

散・渋滞緩和がされることである。 

 
出典: 調査団 

図 16.1-1 プロジェクト対象道路 

 

16.2. 対象道路 

MNR と NLEX 

MNR と NLEX が一つの交通コリドーにほぼ並

行に位置している 

EDSA から約１5km にて情報提供 

長トリップの場合、ドライバーは NLEX を利

用するであろう。それゆえ、本プロジェクトで

は短トリップを対象とした。 

Marilao から EDSA の交通を対象 

(1) MNR の道路交通状況 

MNR 及び NLEX の状況について整理した。 

沿道での交通容量低下の要因大 

 違法駐車 

 ジプニーの乗降客により至る所で停車 

 交差する車両や横断歩行者による阻害 

 

道路工事 

 道路工事がピーク時間でさえ実施されてお

り、交通混雑緩和のためにオフピーク時に実

施されるべきである。 

 

(2) NLEX の道路交通状況 

フルアクセス管理した道路 

 NLEX は、フルアクセス管理した道路である

ことから、速度低下要因は非常に限られてい

る。 

 

良い路面状況 

 道路維持管理は比較的高いレベルである。 

 

交通情報提供 

 NLEX は、ループコイル車両感知器で情報を

収集し、VMS や SNS にて情報提供が行われ

ている。 

 

16.3. フローティング・カー方法による旅行 

時間調査 (MNR と NLEX の比較) 

MNR と NLEX の旅行時間の違いを確認するた

め、GPS を活用したフローティング・カー方

法による旅行時間調査を実施した。 

この調査は、MNR の Marilao から EDSA の
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Balintawak までのルートを MNR 経由と NLEX

経由でそれぞれ旅行時間を計測したものであ

る。 

 NLEX の旅行時間は、MNR の旅行時間に比

較して 18-34 分短かった。 

 NLEX は旅行時間の信頼性が確保されてい

た。 

0

10

20

30

40

50

60

0

10

20

30

40

50

60

70

MNRNLEX MNRNLEX MNRNLEX MNRNLEX MNRNLEX MNRNLEX

6:00 7:30 9:00 10:30 13:30 15:00

km/h

Average Travel Speed 

Travel Time

Min

MNR EDSA Access NLEX

MNR EDSA Access NLEX
 

出典: 調査団 

図 16.3-1 旅行時間と平均速度の比較 

 

16.4. プロジェクトの概要 

(1) MNR と NLEX の交通量及び速度データ

の収集 

 旅行時間は、交通量データ及び旅行速度から

予測されることから、交通データの収集はこ

のプロジェクトの中で非常に重要である。 

 NLEX のデータは既に収集が行われている。

よって、DPWH と NLEX 間の調整はこのプ

ロジェクトを実施する上でもっとも重要で

ある。 

 

(2) 可変情報板（VMS）を用いた旅行時間の

提供 

ドライバーは、旅行時間、旅行コスト、正確性、

信頼性、安全性等によって、目的に応じて 適

なルートを選定することができる。図 16.4-1

は、MNR の Marilao 交差点の北側（マニラ方

面）に可変情報板を整備したときのイメージ画

面である。 

To EDSA

Via NLEX
(Marilao I.C.) Via MNR

120min30min

 
出典: 調査団 

図 16.4-1 旅行時間情報提供イメージ 
 
(3) 路側装置の設置箇所 

 超音波タイプの車両感知器と CCTV10 台の

設置。 

 可変情報板 1 台を MNR の Marilao 交差点の

北側（マニラ方面）に設置。 

Valenzuela IC

Marilao IC

Meycauayan IC

Valenzuela IC

Marilao IC

Meycauayan IC

 
出典：調査団 

図 16.4-2 機材配置案 

 

16.5. 実施機関とスケジュール 

実施機関は、DPWH であり、NLEX と MMDA

が合同で実施するとプロジェクト実施がより

効果のあるものとなる。 

実施スケジュールを表 16.5-1 に示すとおりで

ある。 
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表 16.5-1 実施スケジュール案 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

▲

First Year Second Year

9) Handover

1) Site Survey

2) Basic Design & Specifications premaration

3) Contractor Selection

5) Training Period

4) Installation & Adjustment

6) Operation

7) Monitoring

8) Verification of Benefits

 

 

16.6. 概算コスト 

このシステム導入概算費は、15.02 百万ペソと

なる。 

16.7. プロジェクトの効果 

NLEX と NMR の情報提供を導入するインパク

トを検討した。 

表 16.7-1 MNR から NLEX へのシフトすることに

よる旅行時間短縮効果 

平均旅行時間短縮

(分／台) 

1 日の総旅行

時間短縮 
 (分/日) 

1 年の総旅行

時間短縮  
(分/年) 

25.6 14,515 3,628,800

 

16.8. 経済評価 

表 16.8-1 交通情報提供システムの 

経済評価結果 

EIRR (%) 
NPV  

(百万ペソ) 
B/C 

161.5 102 4.4 

出典: 調査団 

 

上表にしめすように、EIRR は SDR (15%)を上

回り、NPV と B/C はそれぞれの 低限基準を

超えており、このプロジェクトの経済効果は非

常に良い値を示している。 
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17. ETC の標準化 

 

17.1. 標準化の必要性 

(1) ETC ユーザの低普及 

 現在の ETC 利用率は低く、約 35％だけであ

る。 

(2) OBU の高価格 

 現在の OBU 販売価格は 1,400～2,000 ペソの

範囲である。 

 本調査団のヒアリング調査では、道路利用者

の約 60％人が、もし OBU 価格が 1,000 ペソ

以下であれば OBU を購入すると回答してい

る。 

(3) 近未来に予想される問題 

 幾つかの高速道路建設が完了し、高速道路の

ネットワークが構築される。 

 多くの高速道路の路線延長は短い。 

 もし有料高速道路利用者が各有料高速道路

の入口で毎回停止しなければならないとす

ると、料金支払毎に時間をロスすることにな

り、有料高速道路の利便性の一つである短時

間かつシームレスな走行に影響が出る。 

 メトロマニラの中心地域における、いくつか

の建設される高速道路は、困難な用地取得と

いう問題を抱える。故に、料金所ブースの数

はできる限り少なくする必要がある。このた

め、現金支払い用の料金所レーンを減らし、

代わりに共通利用可能な ETC が設置された

ETC レーンを設置する必要がある。 

(4) 近未来における ETC ユーザ側の問題 

 ETC ユーザは多くの OBU を購入しなければ

ならず、それは ETC 利用普及を妨げるであ

ろう。 

 ETC システムのほとんどはプリペイド方式

を採用しているため、ETC ユーザは全ての

有料道路の OBU の残高額を記憶しなければ

ならない。 

 料金所ブースにおいて、残高額不足による

ETC 利用不可という状況が多々発生し、ETC

の効率性が失われるであろう。 

(5) 運営会社側の問題 

 運営会社側としては、ETC システムが標準

化されなければ、運営会社は料金所バリアの

ための追加投資を必要とする。 

 このままでは ETC ユーザの普及率は低いま

まであろう。よって、運営会社は現金による

収受業務を実施せざるを得ない。これは運営

コストが高くついてしまう。 

 

17.2. 標準化が実行された後の問題 

(1) 運営会社側 

 既存の ETC システムを撤去し、標準化され

た ETC システムを新たに設置する必要があ

る。 

 料金収入を各運営会社に配分するためのク

リアリングセンターハウスが必要である。 

(2) 有料道路利用者側 

 現在使用している OBU を廃棄し、標準化さ

れたETC用のOBUを購入しなければならな

い。 

 

17.3. 世界の ETC 

現在、世界各国で様々な種類の ETC が利用さ

れているが、これは料金所に設置された路側ア

ンテナと車両に搭載された ETC-OBU 間の無

線通信方式の違いによるものである。 

 
出典：調査団 

図 17.3-1 世界の ETC 
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17.4. ETC システムの特徴の比較 

各 ETC システムの特徴を表 17.4-1 の通り要約する。 

表 17.4-1 ETC システムの概要 
 

DSRC Active DSRC Passive RFID Smart Card 

料金徴収制度  均一 
 距離別 

 均一 
 距離別 

 均一    
(注-1) 

 均一 
 距離別 

国際標準 ITU-R M.1453 
ISO15628 

ITU-R M.1453 
ISO15628 

ISO18000-6C ISO14443 type-A 
(注-2) 

電波周波数帯 5.8GHz 5.8GHz 915MHz 
（USA） 

13.56MHz 

通信速度 

Down link 
1,024Kbps 
Up link   
1,024Kbps 

Down link 500Kbps
Up link   250Kbps Max. 512Kbps （処理完了まで

車両は停止） 

OBU タイプ 2 Pieces 
(OBU+IC カード)

1 Piece 
（OBU） 

1 Piece 
（OBU） 

IC カード 

技術的仕様 

OBU 耐久性 Long 4～5 年後に交換が
必要 

Long Long 

通信の信頼性 
（仕様上） 

99.9999％ 
（Japan） 

99.5％ 
（NLEX） 

99.5% 
（India） 

N/A 

平均通信エラー率 
（実績値） 

0.007％ 0.3％ N/A N/A 

システムの 
精度 

通信エラー件数 
(100,000 台当り) 

7 300 500 N/A 

ユーザの 
支払方法 

後納(ｸﾚｼﾞｯﾄｶｰﾄﾞ) 
& 

前納 
前納 前納 前納 

残高情報の 
保存場所 

IC カード & 
中央装置 

中央装置 中央装置 IC カード & 
中央装置 

利用後又は積増時
の残高情報の更新 即時 

数分後 
(概ね 25 分以上,
ｼｽﾃﾑ設計による)

数分後 
(概ね 25 分以上, 
ｼｽﾃﾑ設計による) 

即時 

運用 

OBU/路側アンテ
ナトラブル時の代

替支払手段 

IC カード & 
現金 

現金 現金 IC カード & 
現金 

設備コスト 
(運用者コスト) 中 中 中 低 

コスト 

OBU 価格 （PHP） 
(ユーザコスト) 

About 2,000 1,400～1,700 50～75 100 

ETC レーンでの通過速度 30～40km/h 0～10km/h 0～5km/h 停止が必要 
鉄道やレストラン等、他の利用 可能 

(IC カードは 
他支払に使用可)

不可能 
（No IC card） 

不可能 
（No IC card） 

可能 
(IC カードは 

他支払に使用可)

注-1：現時点で RFID は距離別料金制での導入実績がないが、適用可能である。 
注-2：Type-B と Felica も利用可能 
出典: 調査団 

 

17.5. 標準 ETC システムの選定 

第 1 段階 

 重要点は、ETC ユーザの普及率を現状の

35％から 80～90％に劇的に増加させること

である。 

 現状の低普及率の原因は OBU 価格にある。

RFID と Smart Card(Touch and Go)の OBU 価

格は 100 ペソ以下である。このため、もしそ

れらのうちの一つが標準化 ETC システムと

して選定されると、ETC ユーザの普及率は

劇的に改善されるであろう。 

 考慮すべき他要素は IC カードの利用である。

IC カードは鉄道運賃支払や、ガソリンスタ

ンド・レストラン・駐車場・コンビニエンス

ストア等での支払等、多目的の支払手段とし

て使用されている。高速道路料金の支払もそ

れらの一つであるべきである。このため、IC

カードを使用する ETC システムが選定され
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るべきである。 

 OBU 価格と IC カードの使用を考慮すると、

Smart Card (Touch and Go)が第 1 段階の標準

化 ETC システムとして有力な候補である。 

 Smart Card (Touch and Go)システムでは、全

ての車両は料金所ブースで停止しなければ

ならないが、料金所ブースでの処理は現金処

理よりも早くなる。このため、システム効率

性の観点からは、Smart Card (Touch and Go)

は DSRC passive-system に比べてもそんなに

悪いものではない。 

 Smart Card (Touch and Go)が一つ抱える問題

として、電子マネーの積み増しをする場所が

限定されていることが挙げられる。料金所

ブースでの積み増しは排除すべきである。 

 

第 2 段階 

 ETC レーンにおける交通量またはノンス

トップ運用の増加により、ETC レーンを効

率的なものに改修するときが来るであろう。 

 その時は、DSRC-active ETC システムという、

IC カードを用いたノンストップ ETC システ

ムを採用することを推奨する。 

 DSRC-active の OBU 価格は現在のものより

も安価であることが期待できるし、ETCユー

ザの収入レベルも改善され、OBU を購入で

きるであろう。 

 

17.6. 標準化 ETC の実現方法 

TRB と DPWH は有料道路における効率的かつ

シームレスな走行のために、ETC システムの

標準化を強く決意しなければならない。TRB

と DPWH は DOF、PPP Center と協力して以下

の項目を実行する“標準化委員会”を立ち上げ

るべきである。 

Standardization Committee

TRB
DPWH
DOF
PPP Center

 Prepare 
Standardization 
Criteria

 Selection of Standard 
ETC system

 Guide and support for 
Establishment of 
Clearing Center House 
& Interoperability 
Agreement

 Prepare Specifications 
of ETC

Toll Road Operator‐A

Toll Road Operator‐B

Toll Road Operator‐C

Constant 
Discussion 
and Exchange 
of Views until 
Consensus 
and 
Agreement is 
reached. 

 Establish Clearing Center 
House

 Interoperability Agreement

Standardization Committee

TRB
DPWH
DOF
PPP Center

 Prepare 
Standardization 
Criteria

 Selection of Standard 
ETC system

 Guide and support for 
Establishment of 
Clearing Center House 
& Interoperability 
Agreement

 Prepare Specifications 
of ETC

Toll Road Operator‐A

Toll Road Operator‐B

Toll Road Operator‐C

Constant 
Discussion 
and Exchange 
of Views until 
Consensus 
and 
Agreement is 
reached. 

 Establish Clearing Center 
House

 Interoperability Agreement

 
出典：調査団 

図 17.6-1 標準化委員会の設立 
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18. 提言 

 

1. マスタープラン実現のため、政府がしっか

りと取り組む 

マスタープランは DPWH、MMDA、JICA が中

心となり、DOTC、NEDA、TRB そして UP-NCTS

の協力を得て作成した。政府、特に DPWH と

MMDA は、マスタープランで提案された ITS

プロジェクトを、しっかりと取り組んで実現す

べきである。 

2. メガマニラの交通問題の緩和のため、交

通インフラと ITS プロジェクトを協調

して整備 

政府は、交通インフラプロジェクトと協調して、

ITS プロジェクトのようなソフト対策も進め

るべきである。ITS プロジェクトは、交通イン

フラプロジェクトのように大規模な投資を必

要とはしていないが、交通の改善に大きな効果

をもたらす。政府は、交通インフラプロジェク

トを ITS プロジェクトと同時に進めるべきで

ある。 

3. ITS プロジェクトの積極的な実施 

ITS プロジェクトは大きな効果をもたすため、

積極的に実行すべきである。ITS プロジェクト

の効果は目に見えるものではないが、累積効果

は大きい。たとえば、交差点に 新の信号を導

入するプロジェクトの場合、1 箇所の交差点で

の車輌 1 台あたりの時間短縮効果は 2～3 秒で

あるが、85 交差点では合計の短縮時間が 1 日

あたり 14,868 時間となり、約 480 万ペソ分の

効果をあげることになる。以上のことから、ITS

プロジェクトは可能な限り早急に、積極的に実

施すべきである。 

4. 持続可能な ITS 整備のために 

1) ITS 促進の強力な組織をつくる 

DPWH、DOTC、MMDA、PNP 及び DOST か

ら成るトップレベルの調整委員会を、大統領府

のもとに組織する。機能は下記のとおりである。 

 ITS 発展のための ITS 政策の策定 

 権限に関する組織間の調整・協力 

 投資の重複を避けるための調整 

 

2) 関係機関間の調整 

 交通情報収集と提供の統合のため 

 公共交通モニタリングを効果的に行うため 

 有料道路で ETC システムを相互利用可能に

し、標準化するため 

 民間セクターのイニシアティブを促すため 

 

5. 運転手・歩行者に対する教育の強化と、交

通法規に基づく取締りの強化 

インフラ開発と ITS 技術の採用だけでは、交通

の問題を完全に解決することは出来ない。より

スムーズで安全な移動を実現するためには、運

転手・歩行者に対する教育と、交通法規に基づ

く取締りの強化を同時に実施しなければなら

ない。 

6. DPWH と MMDA のキャパシティ・ディ

ベロップメント 

これまでの DPWH の方針は、非常に「建設重

視」であったため、ITS 技術の道路セクターへ

の導入は、これまで力を入れてこなかった。

DPWH は ITS 技術を用いて、交通管理、道路

管理、道路建設工事や維持管理作業に関する情

報提供、天災による道路の閉鎖等の情報提供を

真剣に検討するべきときである。DPWH 職員

のキャパシティ・ディベロップメントは、マス
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タープランが推奨するプロジェクトの実施を

通じて、行うべきである。 

MMDA は ITS 導入に関しては も先進的な組

織のひとつであるが、ITS 技術に関するキャパ

シティ・ディベロップメントは継続すべきであ

る。より多くの職員が ITS 技術に関する知識を

得るべきである。より多くの職員に対するキャ

パシティ・ディベロップメントは、実施中また

は今後実施するプロジェクトを通じて行うの

が良い。 

7. パイロットプロジェクトに関する提言 

1) メトロマニラ信号制御プロジェクト 

フェーズⅢ 

既存の信号制御の交差点（150 箇所）におけ

る、信号機のアップグレードの完了と、信

号制御が行われていない交差点（212 箇所）

に対する信号の導入のため、このプロジェ

クトはフェーズⅡに引き続いて実施される

べきである。このプロジェクトは、経済的

に非常に実施可能性が高く、CO2 排出量の削

減（地球温暖化問題）に貢献し、交通安全

を改善する。 

実施機関は MMDA である。 

2) ビクタンとスーカットの交差点におけ

る信号制御プロジェクト 

スーカットとビクタンの交差点は、「あわや

接触事故」の事象が多い、非常に複雑な交

差点である。これらの交差点は 新技術を

利用してよりスムーズな交通を実現し、交

通事故の可能性を低下させるべきである。 

政府は、ビクタンの交差点付近に統合バス

ターミナルを仮設することをごく 近決定

した。これにより、交通の流れは大きく変

化することになるため、ビクタンの信号制

御は統合バスターミナルが設置され、交通

調査を実施してから信号を導入するのが好

ましい。スーカットの交差点に先に導入し、

その経験もビクタンの交差点に反映すべき

である。 

このプロジェクトは「社会実験」の候補の

ひとつである。実施機関は MMDA で、パラ

ニャケ市とスカイウェイの運営会社と協力

して実施する。 

3) メトロマニラ経路案内システム 

MMDA は、2011 年に「メトロマニラトラ

フィックナビゲーター(TNAV)」を開始した。

MMDA は現在 TNAV の第二世代サービス

「自動トラフィックナビゲーター(ATNAV)」

を開発している。路側設備を 小限に抑え

るため、フローティングカー・データ(FCD)

の利用を計画しており、この傾向は世界的

な傾向と同様のものである。 

ATNAV の重要な部分を占めるのが、ルート

ガイダンス・システムである。マスタープ

ランが推奨する様々な事項を ATNAV の開

発に反映し、可能な限り早急にサービスを

開始するのが望ましい。 

実施機関は MMDA である。 

4) RFIDを活用した EDSAにおけるバス旅行

時間情報提供システム 

EDSA は、メトロマニラで も重要な幹線道

路である。33 万人以上のバス利用者及び 40

万～50 万人の MRT-3 の乗客が、毎日 EDSA

を利用している。公共交通の利用客にバス

運行時間情報を提供することで、乗客の利

便性を大幅に向上させ、交通渋滞の緩和に

貢献する。長い目で見ると、自家用車の利

用者はバス利用者へとシフトしていくと考

えられ、このことによってもメトロマニラ

の交通問題全体の解決に寄与するものであ

る。このパイロットプロジェクトは優先度

の高いプロジェクトであるため、可能な限
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り早急に実施すべきである。 

実施機関は MMDA であり、このプロジェク

トは MMDA のプロジェクトの中でも も優

先度の高いものである。 

5) マニラノース道路 (MNR)及び北ルソン

高速道路(NLEX)における交通情報シス

テム 

MNR と NLEX は、ほぼ平行して走っており、

ひとつの回廊を形成している。このプロ

ジェクトは「社会実験」の候補のひとつと

して提案されており、実施によって交通情

報システムの効果を計ることが可能である。

プロジェクトが成功すれば、同様のシステ

ムが他の回廊に採用されるようになるだろ

う。 

実施機関は DPWH で、NLEx 運営会社と TRB

と協力して実施する。 

6) ETC の標準化 

政府は早急に有料道路ネットワークを完成さ

せるため、道路整備を進めている。すべての高

速道路をシームレスに利用できるよう、ETC

システムの標準化が必要である。この問題につ

いては TRB と DPWH が主導すべきである。各

高速道路運営会社の意見が異なるため、標準化

の実現は簡単ではないが、TRB、DPWH、各高

速道路運営会社の間での対話を続け、コンセン

サスを得ることが必要である。 

8. 情報通信技術(ICT)の急速な発展に対応

するための方策 

情報通信技術は日々進化している。ITS 技術を

レビュー、アップデートするたびに、 新技術

の利用を常に検討するべきである。同様に、本

マスタープランも 5～6 年ごとに見直しを行い、

定期的にアップデートするべきである。 

9. 「ITS フィリピン」の設立 

ITS フィリピンを可能な限り早く設立し、ITS

技術・基準と ITS の適用について、官民学が協

力して推進すべきである。 

10. 他地域向けの ITS マスタープランの作

成 

地方都市の中心部、戦略的に重要な州等、他地

域向けの ITS マスタープランも作成されるべ

きである。作成の際には、各地域の特徴を反映

し、効率性を改善する。 
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